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研修プログラム 

2015 年奈良県立医科大学附属病院 麻酔科専門医研修プログラム 

  

１． プログラムの概要と特徴 

 

       

責任基幹施設である奈良県立医科大学附属病院，基幹研修施設である奈良県総

合医療センター、市立奈良病院、国立循環器病研究センター、大阪府立母子保

健総合医療センター、奈良県西和医療センター、東大阪市立総合病院、国立病

院機構大阪医療センター、社会医療法人医真会医真会八尾総合病院、社会福祉

法人大阪暁明館大阪暁明館病院、JR大阪鉄道病院、社会医療法人平成記念病

院、社会医療法人生長会ベルランド総合病院、関連研修施設の大阪市立総合医

療センター、公益財団法人天理よろづ相談所病院、順天堂大学医学部附属順天

堂医院、埼玉県立小児医療センター、奈良県立五條病院、社会福祉法人恩賜財

団済生会中和病院、において，専攻医が整備指針に定められた麻酔科研修カリ

キュラムの到達目標を達成できる教育を提供し，十分な知識と技術を備えた麻

酔科専門医を育成する．本プログラムの特徴は、心臓麻酔、肺外科麻酔、小児

麻酔、脳外科麻酔、産科麻酔などの必須症例を経験するだけでなく、大学を中

心とする急性期病院における重症例や緊急症例を経験する。また、麻酔専門医

に必要な、集中治療、ペインクリック、緩和医療の研修もバランスよく提供で

きることが特徴。卒後早期から学会発表や論文作成に携わることで、医師とし

て必要なリサーチマインドを身につける。ママ麻酔科医制度などのも充実して

いるため、産休や育休、復帰後キャリアアップも無理なく、安心して実施でき

る体制を構築している。各個人が希望するキャリアパスに準じ、オーダーメイ

ドな研修計画を実施することが可能である。 
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２． プログラムの運営方針 

    

 原則として、責任基幹施設での研修は1―4年、基幹研修施設、関連研修施

設での研修は1―3年とし、必要症例数や勤務希望に応じ調整する。 

 研修内容・進行状況に配慮して，プログラムに所属する全ての専攻医が経

験目標に必要な特殊麻酔症例数を達成できるように，ローテーションを構

築する． 

 手術麻酔に加え、集中治療、ペインクリニック、緩和医療の研修を経験す

る。 

 卒後早期から国内・国際学会での発表や論文作成を行うことで、医師とし

て必要なリサーチマインドを身につける。 

 各個人の希望を重視し、そのキャリアパスを達成するため、オーダーメイ

ドな研修計画を立案する。 

 ママ麻酔科医制度などの実施のもと、妊娠・出産や復帰後のキャリア維持

を支援する。 

 研修期間は麻酔科専門医取得までとする。 
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３.研修実施計画例 

 

 1年目 2年目 3年目 4年目 

A 奈良県立医科大学 奈良県立医科大学 
奈良県総合医療 

センター 

天理よろづ相談所

病院 

B 奈良県立医科大学 市立奈良病院 
天理よろづ相談所

病院 

大阪府立母子保健

医療センター 

C 奈良県立医科大学 
奈良県総合医療 

センター 

奈良県西和医療 

センター 

国立循環器病研究

センター 

D 市立奈良病院 市立奈良病院 
奈良県立医科大学 

 

奈良県立医科大学

（集中治療） 

E 
天理よろづ相談所

病院 

天理よろづ相談所

病院 

奈良県立医科大学 

 

奈良県立医科大学

（集中治療） 

F 
ベルランド総合 

病院 

ベルランド総合 

病院 

奈良県立医科大学 

 

奈良県立医科大学

（ペインクリニッ

ク・緩和） 

G 奈良県立医科大学 
大阪市立総合医療

センター 

大阪市立総合医療

センター 

各基幹又は関連 

研修施設 

H 大阪医療センター 大阪医療センター 
奈良県立医科大学 

 

各基幹又は関連 

研修施設 

I 
東大阪市立総合 

病院 

東大阪市立総合 

病院 

奈良県立医科大学 

 

各基幹又は関連 

研修施設 

J 奈良県立医科大学 奈良県立医科大学 
奈良県立医科大学 

（大学院） 

奈良県立医科大学

（大学院） 
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勤務先のローテーションは上記以外でも基幹研修病院、関連研修病院であれば

どのような組み合わせでも可能。5年目以降は希望に応じたオーダーメイドな

キャリアプランを作成し、全面的に支援する。また、奈良県立医科大学や一部

の基幹・関連研修施設で勤務中は、他の基幹・関連研修施設にて週1回の他施

設研修も実施する。 

尚、研修期間中のママ麻酔科医受け入れ施設は以下。産育休の取得を含め、専

門医取得まで、勤務先や研修方法を調整する。専門医取得後も復帰プログラム

や勤務支援を全面的に行う。 

 

＜ママ麻酔科医受け入れ施設＞ 

 

奈良県立医科大学附属病院 

奈良県総合医療センター , 市立奈良病院 

奈良県西和医療センター , 社会医療法人生長会ベルランド総合病院 

社会医療法人平成記念病院 , 奈良県立五條病院 

東大阪市立総合病院 , 国立病院機構大阪医療センター 

社会福祉法人大阪暁明館大阪暁明館病院 ，順天堂大学医学部附属順天堂医院 

 

 

 

 

＜週1回などの他施設研修受け入れ施設＞ 

 

奈良県総合医療センター , 市立奈良病院 

奈良県西和医療センター , 東大阪市立総合病院 

社会医療法人生長会ベルランド総合病院 

社会医療法人医真会医真会八尾総合病院 

JR大阪鉄道病院 , 社会医療法人平成記念病院 

社会福祉法人恩賜財団済生会済生会中和病院 , 県立五條病院 

社会福祉法人大阪暁明館大阪暁明館病院  
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４.研修施設の指導体制と前年度麻酔科管理症例数 

 

１） 責任基幹施設 

 

奈良県立医科大学附属病院 （以下、奈良医大）  

 

プログラム責任者：川口昌彦 

指導医 

川口 昌彦 

安宅 一晃（集中治療） 

井上 聡己（集中治療） 

北川 和彦 

瓦口 至孝 

田中 優 

阿部 龍一 

惠川 淳二 

野村 泰充 

専門医 

松成 泰典 

渡邉 恵介（ペインクリニック） 

林 浩伸 

藤原 亜紀（ペインクリニック） 

西和田 忠 

新城 武明 

蓮輪 恭子 

西村 友美 

岡本 亜紀 

熱田 淳 

寺田 雄紀 
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1965年 麻酔科認定病院取得 麻酔科認定病院番号:51号 

麻酔科管理症例 4654症例 

 症例数 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔 297 症例 247 症例 

帝王切開術の麻酔 336 症例 316 症例 

心臓血管手術の麻酔 208 症例 158 症例 

胸部外科手術の麻酔 205 症例 155 症例 

脳神経外科手術の麻酔 465 症例 415 症例 
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２）基幹研修施設 

 

奈良県総合医療センター  

 

研修実施責任者：下村 俊行 

指導医  

下村 俊行 

葛本 直哉 

神谷 達 

岩田 正人 

専門医 

中山 佳奈 

森岡 匤代 

木本 勝大 

1985年 麻酔科認定病院取得 麻酔科認定病院番号:366号 

麻酔科管理症例 2,544 症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔 33 症例 33 症例 

帝王切開術の麻酔 189 症例 189 症例 

胸部外科手術の麻酔 186 症例 186 症例 

脳神経外科手術の麻酔 168 症例 168 症例 

 

 

  

市立奈良病院  

 

研修実施責任者：呉原 弘吉 

指導医  

呉原 弘吉 

後藤 安宣 （集中治療） 

沖田 寿一 

2006年 麻酔科認定病院取得 麻酔科認定病院番号:1231号 

麻酔科管理症例 1,424 症例 
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 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔 40 症例 40 症例 

帝王切開術の麻酔 4 症例 4 症例 

胸部外科手術の麻酔 49 症例 49 症例 

脳神経外科手術の麻酔 49 症例 49 症例 

 

 

国立循環器病研究センター 

 

研修実施責任者：大西 佳彦  

指導医 

大西 佳彦 （麻酔） 

亀井 政孝 （麻酔） 

吉谷 健司 （麻酔） 

専門医 

三宅 絵里 （麻酔） 

加藤 真也 （麻酔） 

1978 年 麻酔科認定病院取得 麻酔科認定病院番号:168 号 

麻酔科管理症例 2,419 症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔 241 症例 24 症例 

帝王切開術の麻酔 105 症例 10 症例 

心臓手術の麻酔 1140 症例 110 症例 

脳神経外科手術の麻酔 429 症例 42 症例 

 

大阪府立母子保健総合医療センター  

 

研修実施責任者：谷口 晃啓 

指導医 

谷口 晃啓（麻酔） 

木内 恵子（麻酔） 

小野 理恵（麻酔） 

竹内 宗之（集中治療） 

橘 一也（集中治療） 
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1982年 麻酔科認定病院取得 麻酔科認定病院番号:260号 

麻酔科管理症例 4,170症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔 2,194 症例 200 症例 

帝王切開の麻酔 509 症例 40 症例 

心臓血管手術の麻酔 200 症例 20 症例 

胸部外科手術の麻酔 30 症例 2 症例 

脳神経外科手術の麻酔 111 症例 8 症例 

 

 

奈良県西和医療センター 

 

研修実施責任者：加藤 晴登 

指導医 

加藤 晴登 

岩田 敏男 

専門医 

藤本 祐子 

2011年 麻酔科認定病院取得 麻酔科認定病院番号:479号 

麻酔科管理症例 1,023 症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔 12 症例 12 症例 

心臓手術の麻酔 66 症例 66 症例 

胸部外科手術の麻酔 12 症例 12 症例 

脳神経外科手術の麻酔 74 症例 74 症例 

 

 

東大阪市立総合病院  

 

研修実施責任者：小松 久男 

指導医 

小松 久男 

熊野 穂高 

山木 良一 
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専門医 

重松 文子 

森下 淳 

門野 環奈 

 

1995年4月12日 麻酔科認定病院取得 麻酔科認定病院番号:727号 

麻酔科管理症例 2092 症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔 109 症例 109 症例 

帝王切開術の麻酔 96 症例 96 症例 

胸部外科手術の麻酔 54 症例 54 症例 

脳神経外科手術の麻酔 159 症例 159 症例 

 

国立病院機構 大阪医療センター 

 

プログラム責任者： 岡田 俊樹 

指導医 

岡田 俊樹 

渋谷 博美 

天野 栄三 

専門医 

牧野 裕美 

松田 智明 

伊藤 千明 

1991年 麻酔科認定病院取得 麻酔科認定病院番号:584号 

麻酔科管理症例 3342 症例  

 症例数 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔 50 症例 11 症例 

帝王切開術の麻酔 8 症例 2 症例 

心臓血管手術の麻酔 79 症例 18 症例 

胸部外科手術の麻酔 93 症例 21 症例 

脳神経外科手術の麻酔 170 症例 42 症例 
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社会医療法人医真会 医真会八尾総合病院  

 

研修実施責任者：北口 勝康 

指導医 

北口 勝康 

佐々岡 紀之 

2007年 麻酔科認定病院取得 麻酔科認定病院番号:1329号 

麻酔科管理症例 1,216 症例  

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔 7  症例 7  症例 

心臓手術の麻酔 4  症例 4  症例 

脳神経外科手術の麻酔 89 症例 89 症例 

 

 

社会福祉法人大阪暁明館大阪暁明館病院  

 

研修実施責任者：下田 孝司 

指導医 

下田 孝司 

専門医  

篠原 こずえ 

2004年 麻酔科認定病院取得 麻酔科認定病院番号:1038号 

麻酔科管理症例 590 症例  

 全症例 本プログラム分 

帝王切開術の麻酔 19 症例 19 症例 

胸部外科手術の麻酔 4 症例 4  症例 

 

JR大阪鉄道病院  

 

研修実施責任者：岩阪 友俗 

指導医 

岩阪 友俗 
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専門医  

田山 準子 

2008年 麻酔科認定病院取得 麻酔科認定病院番号:1342号 

麻酔科管理症例 1,173 症例  

 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔 2 症例 2 症例 

胸部外科手術の麻酔 28 症例 28 症例 

 

社会医療法人平成記念病院  

 

研修実施責任者：平井 勝治 

指導医 

平井 勝治 

専門医 

美登路 真理 

2012年 麻酔科認定病院取得 麻酔科認定病院番号:1541号 

麻酔科管理症例 746 症例 

 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔 4 症例 4 症例 

脳神経外科手術の麻酔 22 症例 22 症例 

 

社会医療法人生長会ベルランド総合病院 

 

研修実施責任者： 長畑 敏弘 

指導医 

長畑 敏弘 

竹田 政史 

山口 綾子 

堀内 俊孝 

栗田 直子 

専門医 

野口 輝夫 
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1998年 麻酔科認定病院取得 麻酔科認定病院番号:815号 

麻酔科管理症例 2,594 症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔 87 症例 87症例 

帝王切開術の麻酔 7 症例 7症例 

心臓手術の麻酔 54 症例 54症例 

胸部外科手術の麻酔 100 症例 100 症例 

脳神経外科手術の麻酔 65 症例 65症例 

３）関連研修施設 

 

大阪市立総合医療センター 

 

研修実施責任者：奥谷 龍（麻酔指導医，心臓血管麻酔専門医（暫定） 

指導医 

小田 裕（麻酔全般） 

中田 一夫（麻酔全般，心臓血管麻酔専門医（暫定）） 

豊山 広勝（麻酔全般） 

神移 佳（麻酔全般） 

専門医 

上田 真美（麻酔全般） 

笠置 益弘（麻酔全般） 

嵐 大輔（麻酔全般） 

堀 耕太郎（麻酔全般） 

前田 知香（麻酔全般） 

和田 万里子（麻酔全般） 

1994年 麻酔科認定病院取得 麻酔科認定病院番号:686号 

麻酔科管理症例 7,281症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔 1,242 症例 100 症例 

帝王切開術の麻酔 418 症例 0 症例 

心臓血管手術の麻酔 569 症例 50 症例 

胸部外科手術の麻酔 446 症例 0 症例 

脳神経外科手術の麻酔 356 症例 0 症例 
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公益財団法人天理よろづ相談所病院  

 

研修実施責任者：石井 久成  

指導医 

石井 久成 (心臓血管麻酔) 

石村 直子 （麻酔一般） 

1972年 麻酔科認定病院取得 麻酔科認定病院番号:83号 

麻酔科管理症例 3,728 症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔 101 症例 25 症例 

心臓手術の麻酔 258 症例 25 症例 

胸部外科手術の麻酔 291 症例 50 症例 

脳神経外科手術の麻酔 207 症例 50 症例 

 

順天堂大学医学部附属順天堂医院 

 

プログラム責任者： 稲田 英一  

指導医 

稲田 英一 

西村 欣也(小児麻酔) 

林田 眞和(心臓麻酔) 

佐藤 大三(集中治療) 

井関 雅子(ペインクリニック) 

角倉 弘行（産科麻酔） 

山口 敬介 

赤澤 年正 

工藤 治 

竹内 和世 

原 厚子 

川越 いづみ 

専門医 

菅澤 佑介 

榎本 達也 
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大西 良佳 

若林 彩子 

長谷川 理恵 

山本 牧子 

掛水 真帆 

北村 絢 

斎藤 理恵 

1963年 麻酔科認定病院取得 麻酔科認定病院番号:12号 

麻酔科管理症例 8618症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔    1202 症例    25 症例 

帝王切開術の麻酔     310 症例     10 症例 

心臓血管手術の麻酔     644 症例    25 症例 

胸部外科手術の麻酔     499 症例    25 症例 

脳神経外科手術の麻酔      514 症例    25 症例 

 

埼玉県立小児医療センター 

 

研修実施責任者： 蔵谷 紀文 

指導医 

蔵谷 紀文 

専門医 

濱屋 和泉 （小児麻酔）  

阿久津 麗華 （小児麻酔）  

関島 千尋  （小児麻酔）  

佐藤 麻美子 （小児麻酔） 

2011年 麻酔科認定病院取得 麻酔科認定病院番号:399号 

麻酔科管理症例 2193 症例 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔  1377 症例 50 症例 

心臓手術の麻酔    72 症例 5 症例 

胸部外科手術の麻酔   25 症例 1 症例 

脳神経外科手術の麻酔  122 症例 5 症例 

 

第
四
章 



 

- 16 - 
 

 

奈良県立五條病院 

 

研修実施責任者： 下川 充 

指導医 

下川 充 

専門医 

山内 英子 

2013年 麻酔科認定病院取得 麻酔科認定病院番号:1616号 

麻酔科管理症例 421 症例 

該当無し 

 

社会福祉法人恩賜財団済生会中和病院 

 

研修実施責任者： 中橋 一喜 

指導医 

中橋 一喜 

2009年 麻酔科認定病院取得 麻酔科認定病院番号:1391号 

麻酔科管理症例 933 症例  

 

 全症例 本プログラム分 

小児（6歳未満）の麻酔 18 症例 18 症例 

脳神経外科手術の麻酔 41 症例 41 症例 
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本プログラムにおける前年度症例合計 

麻酔科管理症例：51,097 症例 

 合計症例数 

小児（6歳未満）の麻酔 994 症例 

帝王切開術の麻酔 693 症例 

心臓血管手術の麻酔 

（胸部大動脈手術を含む） 
535 症例 

胸部外科手術の麻酔 687 症例 

脳神経外科手術の麻酔 1,254 症例 

 

５.募集定員 

 

27名 

 

(募集定員は，4年間の経験必要症例数が賄える人数とする．複数のプログラム

に入っている施設は，各々のプログラムに症例数を重複計上しないこと) 

 

 

プログラム責任者 問い合わせ先 

 

  

奈良県立医科大学麻酔科学教室 川口昌彦 

〒634-8522 奈良県橿原市四条町840番地 

Tel:0744-29-8902 Fax：0744-23-9741 

E-mail:drjkaw@gmail.com 
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６．本プログラムの研修カリキュラム到達目標 

 

① 一般目標 

安全で質の高い麻酔科関連分野の診療を適切に実践できる専門医を育成する。具体的

には下記の４つの資質を修得する． 

１）十分な麻酔科領域，および麻酔科関連領域の専門知識と技量 

２）刻々と変わる臨床現場における，適切な臨床的判断能力，問題解決能力 

３）医の倫理に配慮し，診療を行う上での適切な態度，習慣 

４）常に進歩する医療・医学を則して，生涯を通じて研鑽を継続する向上心 

②個別目標 

目標１ 基本知識 

麻酔科診療に必要な下記知識を習得し，臨床応用できる．具体的には公益法人日本麻

酔科学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに

準拠する． 

１）総論 

a） 麻酔科医の役割と社会的な意義，医学や麻酔の歴史について理解している． 

b） 麻酔の安全と質の向上：麻酔の合併症発生率，リスクの種類，安全指針，医療の

質向上に向けた活動などについて理解している．手術室の安全管理，環境整備に

ついて理解し，実践できる． 

２）生理学：下記の臓器の生理・病態生理，機能，評価・検査，麻酔の影響などにつ

いて理解している． 

a） 自律神経系 

b） 中枢神経系 

c） 神経筋接合部 

d） 呼吸 

e） 循環 

f） 肝臓 

g） 腎臓 

h） 酸塩基平衡，電解質 

i） 栄養 

３）薬理学：薬力学，薬物動態を理解している．特に下記の麻酔関連薬物について作
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用機序，代謝，臨床上の効用と影響について理解している． 

a） 吸入麻酔薬 

b） 静脈麻酔薬 

c） オピオイド 

d） 筋弛緩薬 

e） 局所麻酔薬 

４）麻酔管理総論：麻酔に必要な知識を持ち，実践できる 

a） 術前評価：麻酔のリスクを増す患者因子の評価，術前に必要な検査，術前に行う

べき合併症対策について理解している． 

b） 麻酔器，モニター：麻酔器・麻酔回路の構造，点検方法，トラブルシューティン

グ，モニター機器の原理，適応，モニターによる生体機能の評価，について理解

し，実践ができる． 

c） 気道管理：気道の解剖，評価，様々な気道管理の方法，困難症例への対応などを

理解し，実践できる． 

d） 輸液・輸血療法：種類，適応，保存，合併症，緊急時対応などについて理解し，

実践ができる． 

e） 脊髄くも膜下麻酔，硬膜外麻酔：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用

機序，合併症について理解し，実践ができる 

f） 神経ブロック：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機序，合併症につ

いて理解し，実践ができる． 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特

性と留意すべきことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 成人心臓手術 

e） 血管外科 

f） 小児外科 

g） 小児心臓外科 

h） 高齢者の手術 

i） 脳神経外科 

j） 整形外科 

k） 外傷患者 

l） 泌尿器科 
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m） 産婦人科 

n） 眼科 

o） 耳鼻咽喉科 

p） レーザー手術 

q） 口腔外科 

r） 臓器移植 

s） 手術室以外での麻酔 

６）術後管理：術後回復とその評価，術後の合併症とその対応に関して理解し，実践

できる． 

７）集中治療：成人・小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解

し，実践できる． 

８）救急医療：救急医療の代表的な病態とその評価，治療について理解し，実践でき

る．それぞれの患者にあった蘇生法を理解し，実践できる．AHA-ACLS，またはAHA-

PALSプロバイダーコースを受講し，プロバイダーカードを取得している． 

９）ペイン：周術期の急性痛・慢性痛の機序，治療について理解し，実践できる． 

目標２ 診療技術 

麻酔科診療に必要な下記基本手技に習熟し，臨床応用できる．具体的には日本麻酔科

学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに

準拠する． 

１）基本手技ガイドラインにある下記のそれぞれの基本手技について，定められたコ

ース目標に到達している． 

a） 血管確保・血液採取 

b） 気道管理 

c） モニタリング 

d） 治療手技 

e） 心肺蘇生法 

f） 麻酔器点検および使用 

g） 脊髄くも膜下麻酔 

h） 鎮痛法および鎮静薬 

i） 感染予防 

目標３ マネジメント 

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで，患者の命を助けるこ

とができる． 

１）周術期などの予期せぬ緊急事象に対して，適切に対処できる技術，判断能力を持
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っている． 

２）医療チームのリーダーとして，他科の医師，他職種と協力し，統率力をもって，

周術期の刻々と変化する事象に対応をすることができる． 

目標４ 医療倫理，医療安全 

医師として診療を行う上で，医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける．医

療安全についての理解を深める． 

１）指導担当する医師とともにon the job training環境の中で，協調して麻酔科診療

を行うことができる． 

２）他科の医師，コメディカルなどと協力・協働して，チーム医療を実践することが

できる． 

３）麻酔科診療において，適切な態度で患者に接し，麻酔方法や周術期合併症をわか

りやすく説明し，インフォームドコンセントを得ることができる． 

４）初期研修医や他の医師，コメディカル，実習中の学生などに対し，適切な態度で

接しながら，麻酔科診療の教育をすることができる． 

目標５ 生涯教育 

医療・医学の進歩に則して，生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する． 

１）学習ガイドラインの中の麻酔における研究計画と統計学の項目に準拠して，EBM，

統計，研究計画などについて理解している． 

２）院内のカンファレンスや抄読会，外部のセミナーやカンファレンスなどに出席

し，積極的に討論に参加できる． 

３）学術集会や学術出版物に，症例報告や研究成果の発表をすることができる． 

４）臨床上の疑問に関して，指導医に尋ねることはもとより，自ら文献・資料などを

用いて問題解決を行うことができる． 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔の充分な臨床経験を積むとともに、麻酔科関連領域である集中

治療、ペインクリニック、緩和医療の臨床を経験する。また、研修早期からリサーチ

マインドを身につけていくため、国内及び国内での学会発表する経験するとともに、

邦文又は英文での論文作成を経験する。 

１） 手術麻酔症例数 

通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，

下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医として経験する．ただし，帝王切開手術，胸部

外科手術，脳神経外科手術に関しては，一症例の担当医は１人，小児と心臓血管手術

については一症例の担当医は２人までとする． 

・小児（6歳未満）の麻酔  25症例 
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・帝王切開術の麻酔  10症例 

・心臓血管外科の麻酔  25症例 

（胸部大動脈手術を含む） 

・胸部外科手術の麻酔  25症例 

・脳神経外科手術の麻酔  25症例 

尚、本症例数は最低必要数であり、可能な限り多数の症例、重症例、特殊症例、緊急

症例を経験することを目標とする。 

２） 集中治療管理 

術後管理を含む集中治療を経験することは、麻酔管理の質的向上においても重要であ

り本プログラムでは集中治療管理の経験を推奨する。集中治療の研修として以下を選

択できる。 

a. 集中治療専門施設における集中治療部（奈良医大）での12週間の研修 

b. 麻酔・集中治療管理を含めた総合研修（奈良医大）での1年間の研修 

c. 基幹研修施設、関連研修施設における集中治療の研修。 

以下の施設で集中治療の管理の経験をすることができる。 

市立奈良病院、ベルランド総合病院、東大阪市立総合病院、国立循環器病センター、

大阪府立母子保健総合医療センター。 

集中治療の研修では以下の管理を経験する。 

人工呼吸、鎮痛・鎮静、重症感染症、ＡＲＤＳ，敗血症、ＤＩＣ、心不全、急性肝腎

不全、血液浄化法、神経集中治療、小児集中治療。 

３） ペインクリニック 

痛みの治療は麻酔科専門医に必須の知識であり、専門医取得に必要な知識を獲得する

ためのペインクリニック研修を推奨する。ペインクリニックの研修として以下を選択

できる。 

a. 麻酔・ペインクリニックを含めた総合研修（奈良医大）での1年間の研修 

b. ペインクリニック認定施設におけるペインクリニックでの8週間の研修(奈良医大) 

ペインクリニックの研修では以下を経験する。 

痛みの評価、痛みの薬物療法、神経ブロック療法、帯状疱疹、脊椎疾患、神経障害性

疼痛、関節疾患、脳脊髄液減少症。 

４）緩和医療 

緩和ケアは麻酔科専門医に必須の知識であり、専門医取得に必要な知識を獲得するた

めの緩和ケアでの研修を推奨する。 

a. 麻酔・ペインクリニックを含めた総合研修（奈良医大）での1年間の研修 

b. 緩和ケアでの8週間の研修(奈良医大) 
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緩和ケアの研修では以下を経験する。 

がん疼痛緩和、症状緩和、精神的支援、社会的支援、、ホスピス（国保中央病院な

ど）、在宅ケア。 

５）リサーチマインド 

以下の経験を目標とする。 

a. 国内学会発表 年1回 

b. 国際学会発表 計1回 

c. 邦文論文作成 1篇 

d. 英文論文作成 1篇 

６）各施設における到達目標と評価項目 

各施設における研修カリキュラムに沿って，各参加施設において，それぞれの専攻医

に対し年次毎の指導を行い，その結果を別表の到達目標評価表を用いて到達目標の達

成度を評価する． 
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7. 研修カリキュラム到達目標 

    

奈良県立大学医学部附属病院（責任基幹施設） 

 

① 一般目標 

安全で質の高い麻酔科関連分野の診療を適切に実践できる専門医を育成する。具体的

には下記の４つの資質を修得する． 

１）十分な麻酔科領域，および麻酔科関連領域の専門知識と技量 

２）刻々と変わる臨床現場における，適切な臨床的判断能力，問題解決能力 

３）医の倫理に配慮し，診療を行う上での適切な態度，習慣 

４）常に進歩する医療・医学を則して，生涯を通じて研鑽を継続する向上心 

② 個別目標 

目標１ 基本知識 

麻酔科診療に必要な下記知識を習得し，臨床応用できる．具体的には公益法人日本麻

酔科学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに

準拠する． 

１） 総論 

a) 麻酔科医の役割と社会的な意義，医学や麻酔の歴史について理解している． 

b)  麻酔の安全と質の向上：麻酔の合併症発生率，リスクの種類，安全指針，医療の

質向上に向けた活動などについて理解している．手術室の安全管理，環境整備につい

て理解し，実践できる． 

２）生理学：手術麻酔、集中治療、ペインクリニック、緩和医療に必要な臓器の生

理・病態生理，機能，評価・検査，麻酔の影響などについて理解している． 

３）薬理学：手術麻酔、集中治療、ペインクリニック、緩和医療に必要な薬力学，薬

物動態、作用機序，代謝，臨床上の効用と影響について理解している． 

４）麻酔管理総論：麻酔に必要な知識を持ち，実践できる 

a） 術前評価：麻酔のリスクを増す患者因子の評価，術前に必要な検査，術前に行う

べき合併症対策について理解している． 

b） 麻酔器，モニター：麻酔器・麻酔回路の構造，点検方法，トラブルシューティン

グ，モニター機器の原理，適応，モニターによる生体機能の評価，について理解

し，実践ができる． 
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c） 気道管理：気道の解剖，評価，様々な気道管理の方法，困難症例への対応などを

理解し，実践できる． 

d） 輸液・輸血療法：種類，適応，保存，合併症，緊急時対応などについて理解し，

実践ができる． 

e） 脊髄くも膜下麻酔，硬膜外麻酔：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用

機序，合併症について理解し，実践ができる 

f） 神経ブロック：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機序，合併症につ

いて理解し，実践ができる． 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特

性と留意すべきことを理解し，実践ができる． 

a) 腹部外科 

b) 腹腔鏡下手術 

c) 胸部外科 

d) 血管外科 

e) 小児外科 

f) 高齢者の手術 

g) 脳神経外科 

h) 整形外科 

i) 外傷患者 

j) 泌尿器科 

k) 産婦人科 

l) 眼科 

m) 耳鼻咽喉科 

n) レーザー手術 

o) 口腔外科 

p) 臓器移植 

手術室以外での麻酔 

６）術後管理：術後回復とその評価，術後の合併症とその対応に関して理解し，実践

できる． 

７）集中治療：成人・小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解

し，実践できる． 

８）救急医療：救急医療の代表的な病態とその評価，治療について理解し，実践でき

る．それぞれの患者にあった蘇生法を理解し，実践できる．AHA-ACLS，またはAHA-

PALSプロバイダーコースを受講し，プロバイダーカードを取得している． 
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目標２ 診療技術 

麻酔科診療に必要な下記基本手技に習熟し，臨床応用できる．具体的には日本麻酔科

学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに

準拠する． 

１）基本手技ガイドラインにある下記のそれぞれの基本手技について，定められたコ

ース目標に到達している． 

a) 血管確保・血液採取 

b) 気道管理 

c) モニタリング 

d) 治療手技 

e) 心肺蘇生法 

f) 麻酔器点検および使用 

g) 脊髄くも膜下麻酔 

h) 鎮痛法および鎮静薬 

i) 感染予防 

目標３ マネジメント 

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで，患者の命を助けるこ

とができる． 

１）周術期などの予期せぬ緊急事象に対して，適切に対処できる技術，判断能力を持

っている． 

２）医療チームのリーダーとして，他科の医師，他職種と協力し，統率力をもって，

周術期の刻々と変化する事象に対応をすることができる． 

目標４ 医療倫理，医療安全 

医師として診療を行う上で，医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける．医

療安全についての理解を深める． 

１）指導担当する医師とともにon the job training環境の中で，協調して麻酔科診療

を行うことができる． 

２）他科の医師，コメディカルなどと協力・協働して，チーム医療を実践することが

できる． 

３）麻酔科診療において，適切な態度で患者に接し，麻酔方法や周術期合併症をわか

りやすく説明し，インフォームドコンセントを得ることができる． 

４）初期研修医や他の医師，コメディカル，実習中の学生などに対し，適切な態度で

接しながら，麻酔科診療の教育をすることができる． 
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目標５ 生涯教育 

医療・医学の進歩に則して，生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する． 

１）学習ガイドラインの中の麻酔における研究計画と統計学の項目に準拠して，EBM，

統計，研究計画などについて理解している． 

２）院内のカンファレンスや抄読会，外部のセミナーやカンファレンスなどに出席

し，積極的に討論に参加できる． 

３）学術集会や学術出版物に，症例報告や研究成果の発表をすることができる． 

４）臨床上の疑問に関して，指導医に尋ねることはもとより，自ら文献・資料などを

用いて問題解決を行うことができる． 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔，集中治療，ペインクリニック、緩和ケアの充分な臨床経験を

積 

む。また、研修早期からリサーチマインドを身につけていくため、国内及び国内での

学会発表する経験するとともに、邦文又は英文での論文を作成する。 

１）手術麻酔症例数（必須項目） 

通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，

下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医として経験する．ただし，帝王切開手術，胸部

外科手術，脳神経外科手術に関しては，一症例の担当医は１人，小児と心臓血管手術

については一症例の担当医は２人までとする． 

・小児（6歳未満）の麻酔  25症例 

・帝王切開術の麻酔  10症例 

・心臓血管外科の麻酔  25症例 

 （胸部大動脈手術を含む） 

・胸部外科手術の麻酔  25症例 

・脳神経外科手術の麻酔  25症例 

尚、本症例数は最低必要数であり、可能な限り多数の症例、重症例、特殊症例、緊急

症例を経験することを目標とする。 

２）集中治療管理 

術後管理を含む集中治療を経験することは、麻酔管理の質的向上においても重要であ

り本プログラムでは集中治療管理の経験（a 又はb）を推奨する。 

a. 麻酔・集中治療管理を含めた総合研修での1年間の研修 

b. 集中治療専門施設における集中治療部（奈良医大）での12週間の研修 

 本研修プログラムでは、心臓血管外科術後を含めたすべての集中治療管理を研修す 第
七
章 



 

- 28 - 
 

る。連続12週間での集中治療での研修で、日本集中治療医学会専門医の認定にも使用

できる。希望者には12週間以上の研修を実施することができる。 

集中治療では以下の内容を経験し、その実践にあたる。 

術後管理、多臓器不全、重症肺感染症、敗血症、ARDS, DIC, 中枢神経疾患、各種ショ

ック、重症代謝性疾患、集中治療を必要とする小児疾患を中心に症例を経験し、必要

に応じ気道確保（気管切開を含む）、胸腔、脳室などの各種ドレナージ管理、各種人工

呼吸法、血液浄化法、補助循環法、心臓ペーシング、栄養管理、画像診断など集中治

療に必要な手技を経験する。 

また、bを選択した場合、集中治療を中心とした学会、雑誌への発表も考慮した指導を

受けることとなる。 

３）ペインクリニック 

痛みの治療は麻酔科専門医に必須の知識であり、専門医取得に必要な知識を獲得する

ためのペインクリニック研修を推奨する。 

a. 麻酔・ペインクリニックを含めた総合研修での1年間の研修 

b. ペインクリニック認定施設におけるペインクリニックでの8週間の研修 

連続8週間以上のペインクリニックの研修でありペインクリニックでの基礎的な診

断、治療を経験する。希望者には8週間以上の研修を実施することができる。 

ペインクリニックでは以下の内容を経験し、その実践にあたる。 

痛みの評価、疼痛疾患の診断、脊椎疾患、帯状疱疹、神経障害性疼痛、脳脊髄液減少

症、癌性疼痛、痛みの薬物療法、神経ブロック療法。 

４）緩和医療 

緩和ケアは麻酔科専門医に必須の知識であり、専門医取得に必要な知識を獲得するた

めの緩和ケアでの研修を推奨する。 

a. 麻酔・ペインクリニックを含めた総合研修（奈良医大）での1年間の研修 

b. 緩和ケアでの8週間の研修(奈良医大) 

緩和ケアの研修では以下を経験する。 

がん疼痛緩和、症状緩和、精神的支援、社会的支援、、ホスピス（国保中央病院な

ど）、在宅ケア。 

５）リサーチマインド 

以下の経験を目標とする。 

国内学会発表 年1回 

国際学会発表 計1回 

邦文論文作成 1篇 

英文論文作成 1篇 第
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奈良県立医科大学附属病院  

〒634-8522 奈良県橿原市四条町840番地    

TEL：0744-22-3051（代表） FAX:0744-22-4121 

 

臨床研究や基礎研究の実施を希望する者は、臨床研修中であっても臨床研究や基礎研

究を実施することは可能である。研究にあたっては、研究計画の立案、実施、結果の

解析、発表、論文作成などの指導を受けることができる。 
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奈良県総合医療センター（基幹研修施設） 

 

① 一般目標 

安全かつ安心な周術期医療の提供といった国民のニーズに応えることのできる，麻酔科

およびその関連分野の診療を実践する専門医を育成する．具体的には下記の４つの資質

を修得する． 

１）十分な麻酔科領域，および麻酔科関連領域の専門知識と技量 

２）刻々と変わる臨床現場における，適切な臨床的判断能力，問題解決能力 

３）医の倫理に配慮し，診療を行う上での適切な態度，習慣 

４）常に進歩する医療・医学を則して，生涯を通じて研鑽を継続する向上心 

② 個別目標 

目標１ 基本知識 

麻酔科診療に必要な下記知識を習得し，臨床応用できる．具体的には公益法人日本麻

酔科学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに

準拠する． 

１）総論：麻酔科医の役割、麻酔の安全と質、手術室の安全管理や環境整備について

理解し、実践できる。 

２）生理学：麻酔科領域，および麻酔科関連領域における臓器の生理・病態生理，機

能，評価・検査，麻酔の影響などについて理解している． 

３）薬理学：麻酔科領域，および麻酔科関連領域における薬力学，薬物動態、作用機

序，代謝，臨床上の効用と影響について理解している。 

４）麻酔管理総論：麻酔に必要な知識を持ち，実践できる 

a. 術前評価：麻酔のリスクを増す患者因子の評価，術前に必要な検査，術前に行うべ

き合併症対策について理解している． 

b. 麻酔器，モニター：麻酔器・麻酔回路の構造，点検方法，トラブルシューティン

グ，モニター機器の原理，適応，モニターによる生体機能の評価，について理解

し，実践ができる．特に心臓血管麻酔や経食道心エコーを含んだ循環系モニタリ

ングを理解し、実践する。 

c. 気道管理：気道の解剖，評価，様々な気道管理の方法，困難症例への対応などを理

解し，実践できる． 

d. 輸液・輸血療法：種類，適応，保存，合併症，緊急時対応などについて理解し，実

践ができる． 第
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e. 脊髄くも膜下麻酔，硬膜外麻酔：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機

序，合併症について理解し，実践ができる 

f. 神経ブロック：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機序，合併症につい

て理解し，実践ができる． 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特

性と留意すべきことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 小児外科 

e） 高齢者の手術 

f） 脳神経外科 

g） 整形外科 

h） 外傷患者 

i） 泌尿器科 

j） 産婦人科 

k） 眼科 

l） 耳鼻咽喉科 

m） 臓器移植 

n） 手術室以外での麻酔 

６）術後管理：術後回復とその評価，術後の合併症とその対応に関して理解し，実践

できる． 

７）救急医療：救急医療の代表的な病態とその評価，治療について理解し，実践でき

る．それぞれの患者にあった蘇生法を理解し，実践できる．AHA-ACLS，またはAHA-

PALSプロバイダーコースを受講し，プロバイダーカードを取得している． 

目標２ 診療技術 

麻酔科診療に必要な下記基本手技に習熟し，臨床応用できる．具体的には日本麻酔科学

会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに準拠

する． 

１）基本手技ガイドラインにある下記のそれぞれの基本手技について，定められたコー

ス目標に到達している． 

a)  血管確保・血液採取 

b)  気道管理 

c)  モニタリング 第
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d)  治療手技 

e)  心肺蘇生法 

f)  麻酔器点検および使用 

g)  脊髄くも膜下麻酔 

h)  鎮痛法および鎮静薬 

i)  感染予防 

目標３ マネジメント 

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで，患者の命を助けること

ができる． 

１）周術期などの予期せぬ緊急事象に対して，適切に対処できる技術，判断能力を持っ

ている． 

２）医療チームのリーダーとして，他科の医師，他職種と協力し，統率力をもって，周

術期の刻々と変化する事象に対応をすることができる． 

目標４ 医療倫理，医療安全 

医師として診療を行う上で，医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける．医療

安全についての理解を深める． 

１）指導担当する医師とともに臨床研修環境の中で，協調して麻酔科診療を行うことが

できる． 

２）他科の医師，コメディカルなどと協力・協働して，チーム医療を実践することがで

きる． 

３）麻酔科診療において，適切な態度で患者に接し，麻酔方法や周術期合併症をわかり

やすく説明し，インフォームドコンセントを得ることができる． 

４）初期研修医や他の医師，コメディカル，実習中の学生などに対し，適切な態度で接

しながら，麻酔科診療の教育をすることができる． 

目標５ 生涯教育 

医療・医学の進歩に則して，生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する． 

１）院内のカンファレンスや抄読会，外部のセミナーやカンファレンスなどに出席し，

積極的に討論に参加できる． 

２）学術集会や学術出版物に，症例報告や研究成果の発表をすることができる． 

３）臨床上の疑問に関して，指導医に尋ねることはもとより，自ら文献・資料などを用

いて問題解決を行うことができる． 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔の充分な臨床経験を積む。通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄

くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の特殊麻酔を担当医として経験第
七
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する．  

・小児（6歳未満）の麻酔   

・帝王切開術の麻酔   

・胸部外科手術の麻酔   

・脳神経外科手術の麻酔   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良県総合医療センター 

〒631-0846 奈良県奈良市平松一丁目 30 番 1 号 

TEL:0742-46-6001 

FAX:0742-46-6011 
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市立奈良病院（基幹研修施設） 

 

① 一般目標 

安全で質の高い麻酔科関連分野の診療を適切に実践できる専門医を育成する。具体的

には下記の４つの資質を修得する． 

１）十分な麻酔科領域，および麻酔科関連領域の専門知識と技量 

２）刻々と変わる臨床現場における，適切な臨床的判断能力，問題解決能力 

３）医の倫理に配慮し，診療を行う上での適切な態度，習慣 

４）常に進歩する医療・医学を則して，生涯を通じて研鑽を継続する向上心 

② 個別目標 

目標１ 基本知識 

麻酔科診療に必要な下記知識を習得し，臨床応用できる．具体的には公益法人日本麻

酔科学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに

準拠する． 

１）総論：麻酔科医の役割、麻酔の安全と質、手術室の安全管理や環境整備について

理解し、実践できる。 

２）生理学：麻酔科領域，および麻酔科関連領域における臓器の生理・病態生理，機

能，評価・検査，麻酔の影響などについて理解している． 

３）薬理学：麻酔科領域，および麻酔科関連領域における薬力学，薬物動態、作用機

序，代謝，臨床上の効用と影響について理解している。 

４）麻酔管理総論：麻酔に必要な知識を持ち，実践できる 

a. 術前評価：麻酔のリスクを増す患者因子の評価，術前に必要な検査，術前に行うべ

き合併症対策について理解している． 

b. 麻酔器，モニター：麻酔器・麻酔回路の構造，点検方法，トラブルシューティン

グ，モニター機器の原理，適応，モニターによる生体機能の評価，について理解

し，実践ができる．特に心臓血管麻酔や経食道心エコーを含んだ循環系モニタリ

ングを理解し、実践する。 

c. 気道管理：気道の解剖，評価，様々な気道管理の方法，困難症例への対応などを理

解し，実践できる． 

d. 輸液・輸血療法：種類，適応，保存，合併症，緊急時対応などについて理解し，実

践ができる． 

e. 脊髄くも膜下麻酔，硬膜外麻酔：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機
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序，合併症について理解し，実践ができる 

f. 神経ブロック：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機序，合併症につい

て理解し，実践ができる． 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特

性と留意すべきことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科  

d） 小児外科 

e） 高齢者の手術 

f） 脳神経外科 

g） 整形外科 

h） 外傷患者 

i） 泌尿器科 

j） 産婦人科 

k） 眼科 

l） 耳鼻咽喉科 

m） 手術室以外での麻酔 

６）術後管理：術後回復とその評価，術後の合併症とその対応に関して理解し，実践

できる． 

７）集中治療：成人・小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解

し，実践できる． 

８）救急医療：救急医療の代表的な病態とその評価，治療について理解し，実践でき

る．それぞれの患者にあった蘇生法を理解し，実践できる．AHA-ACLS，またはAHA-

PALSプロバイダーコースを受講し，プロバイダーカードを取得している． 

目標２ 診療技術 

麻酔科診療に必要な下記基本手技に習熟し，臨床応用できる．具体的には日本麻酔科

学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに

準拠する． 

１）基本手技ガイドラインにある下記のそれぞれの基本手技について，定められたコ

ース目標に到達している． 

a） 血管確保・血液採取 

b） 気道管理 

c） モニタリング 
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d） 治療手技 

e） 心肺蘇生法 

f） 麻酔器点検および使用 

g） 脊髄くも膜下麻酔 

h） 鎮痛法および鎮静薬 

i） 感染予防 

目標３ マネジメント 

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで，患者の命を助けるこ

とができる． 

１）周術期などの予期せぬ緊急事象に対して，適切に対処できる技術，判断能力を持

っている． 

２）医療チームのリーダーとして，他科の医師，他職種と協力し，統率力をもって，

周術期の刻々と変化する事象に対応をすることができる． 

目標４ 医療倫理，医療安全 

医師として診療を行う上で，医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける．医

療安全についての理解を深める． 

１）指導担当する医師とともにon the job training環境の中で，協調して麻酔科診療

を行うことができる． 

２）他科の医師，コメディカルなどと協力・協働して，チーム医療を実践することが

できる． 

３）麻酔科診療において，適切な態度で患者に接し，麻酔方法や周術期合併症をわか

りやすく説明し，インフォームドコンセントを得ることができる． 

４）初期研修医や他の医師，コメディカル，実習中の学生などに対し，適切な態度で

接しながら，麻酔科診療の教育をすることができる． 

目標５ 生涯教育 

医療・医学の進歩に則して，生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する． 

１）院内のカンファレンスや抄読会，外部のセミナーやカンファレンスなどに出席

し，積極的に討論に参加できる． 

２）学術集会や学術出版物に，症例報告や研究成果の発表をすることができる． 

３）臨床上の疑問に関して，指導医に尋ねることはもとより，自ら文献・資料などを

用いて問題解決を行うことができる． 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔の充分な臨床経験を積む。 

a) 手術麻酔症例 
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通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，

下記の特殊麻酔を担当医として経験する． 

・小児（6歳未満）の麻酔   

・帝王切開術の麻酔   

・胸部外科手術の麻酔   

・脳神経外科手術の麻酔   

b) 集中治療管理 

術後管理を含む集中治療を経験する。以下の項目を経験する。 

人工呼吸、鎮痛・鎮静、血液浄化法、重症感染症、ＤＩＣ, 敗血症、中枢神経疾患、

心不全、急性肝腎不全。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市立奈良病院 

〒630-8305 奈良県奈良市東紀寺町1丁

目50-1 

TEL:0742-24-1251  

FAX:0742-22-2478 
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国立循環器病研究センター（関連研修施設） 

 

① 一般目標 

安全で質の高い麻酔科関連分野の診療を適切に実践できる専門医を育成する。具体的

には下記の４つの資質を修得する． 

１）十分な麻酔科領域，および麻酔科関連領域の専門知識と技量 

２）刻々と変わる臨床現場における，適切な臨床的判断能力，問題解決能力 

３）医の倫理に配慮し，診療を行う上での適切な態度，習慣 

４）常に進歩する医療・医学を則して，生涯を通じて研鑽を継続する向上心 

 

② 個別目標 

目標１ 基本知識 

麻酔科診療に必要な下記知識を習得し，臨床応用できる．具体的には公益法人日本麻

酔科学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに

準拠する． 

１）総論：麻酔科医の役割、麻酔の安全と質、手術室の安全管理や環境整備について

理解し、実践できる。 

２）生理学：麻酔科領域，および麻酔科関連領域における臓器の生理・病態生理，機

能，評価・検査，麻酔の影響などについて理解している． 

３）薬理学：麻酔科領域，および麻酔科関連領域における薬力学，薬物動態、作用機

序，代謝，臨床上の効用と影響について理解している。 

４）麻酔管理総論：麻酔に必要な知識を持ち，実践できる 

a. 術前評価：麻酔のリスクを増す患者因子の評価，術前に必要な検査，術前に行うべ

き合併症対策について理解している． 

b. 麻酔器，モニター：麻酔器・麻酔回路の構造，点検方法，トラブルシューティン

グ，モニター機器の原理，適応，モニターによる生体機能の評価，について理解

し，実践ができる．特に心臓血管麻酔や経食道心エコーを含んだ循環系モニタリ

ングを理解し、実践する。 

c. 気道管理：気道の解剖，評価，様々な気道管理の方法，困難症例への対応などを理

解し，実践できる． 

d. 輸液・輸血療法：種類，適応，保存，合併症，緊急時対応などについて理解し，実

践ができる． 
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e. 脊髄くも膜下麻酔，硬膜外麻酔：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機

序，合併症について理解し，実践ができる 

f. 神経ブロック：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機序，合併症につい

て理解し，実践ができる． 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特

性と留意すべきことを理解し，実践ができる． 

a） 成人心臓手術 

b） 血管外科 

c） 小児心臓外科 

d） 高齢者の手術 

e） 脳神経外科 

f） 産科 

g） 臓器移植 

h） 手術室以外での麻酔 

目標２ 診療技術 

麻酔科診療に必要な下記基本手技に習熟し，臨床応用できる．具体的には日本麻酔科

学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに

準拠する． 

１）基本手技ガイドラインにある下記のそれぞれの基本手技について，定められたコ

ース目標に到達している． 

a） 血管確保・血液採取 

b） 気道管理 

c） モニタリング 

d） 治療手技 

e） 心肺蘇生法 

f） 麻酔器点検および使用 

g） 脊髄くも膜下麻酔 

h） 鎮痛法および鎮静薬 

i） 感染予防 

目標３ マネジメント 

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで，患者の命を助けるこ

とができる． 

１）周術期などの予期せぬ緊急事象に対して，適切に対処できる技術，判断能力を持

っている． 
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２）医療チームのリーダーとして，他科の医師，他職種と協力し，統率力をもって，

周術期の刻々と変化する事象に対応をすることができる． 

目標４ 医療倫理，医療安全 

医師として診療を行う上で，医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける．医

療安全についての理解を深める． 

１）指導担当する医師とともにon the job training環境の中で，協調して麻酔科診療

を行うことができる． 

２）他科の医師，コメディカルなどと協力・協働して，チーム医療を実践することが

できる． 

３）麻酔科診療において，適切な態度で患者に接し，麻酔方法や周術期合併症をわか

りやすく説明し，インフォームドコンセントを得ることができる． 

４）初期研修医や他の医師，コメディカル，実習中の学生などに対し，適切な態度で

接しながら，麻酔科診療の教育をすることができる． 

目標５ 生涯教育 

医療・医学の進歩に則して，生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する． 

１）学習ガイドラインの中の麻酔における研究計画と統計学の項目に準拠して，EBM，

統計，研究計画などについて理解している． 

２）院内のカンファレンスや抄読会，外部のセミナーやカンファレンスなどに出席

し，積極的に討論に参加できる． 

３）学術集会や学術出版物に，症例報告や研究成果の発表をすることができる． 

４）臨床上の疑問に関して，指導医に尋ねることはもとより，自ら文献・資料などを

用いて問題解決を行うことができる． 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔の充分な臨床経験を積む。また、研修早期からリサーチマイン

ドを身につけていくため、国内及び国内での学会発表する経験するとともに、邦文又

は英文での論文を作成する。 

1)手術麻酔 

研修期間中に手術麻酔の充分な臨床経験を積む。主に、成人心臓手術、小児心臓手

術、脳神経外科手術、産科手術での麻酔管理を経験する。特に最新の心臓血管・脳神

経手術を経験する。 

・小児（6歳未満）の麻酔   

・帝王切開術の麻酔   

・心臓血管外科の麻酔   

（胸部大動脈手術を含む） 
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・脳神経外科手術の麻酔   

 

2)集中治療管理 

心臓血管術後管理を含む集中治療を経験する。以下の項目を経験する。 

人工呼吸、鎮痛・鎮静、血液浄化法、重症感染症、ＤＩＣ, 敗血症、中枢神経疾患、

心不全、急性肝腎不全。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立循環器病研究センター 

〒565-8565 大阪府吹田市藤白台5丁目7番1号  

TEL：06-6833-5012（代） 

FAX: 06-6871-2702 
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大阪府立母子保健総合医療センター（基幹研修施設） 

 

① 一般目標 

安全かつ安心な周術期医療の提供といった国民のニーズに応えることのできる，麻酔科

およびその関連分野の診療を実践する専門医を育成する．具体的には下記の４つの資質

を修得する． 

１）十分な麻酔科領域，および麻酔科関連領域の専門知識と技量 

２）刻々と変わる臨床現場における，適切な臨床的判断能力，問題解決能力 

３）医の倫理に配慮し，診療を行う上での適切な態度，習慣 

４）常に進歩する医療・医学を則して，生涯を通じて研鑽を継続する向上心 

② 個別目標 

目標１ 基本知識 

麻酔科診療に必要な下記知識を習得し，臨床応用できる．具体的には公益法人日本麻酔

科学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに準拠

する． 

１）総論 

a） 麻酔科医の役割と社会的な意義，医学や麻酔の歴史について理解している． 

b） 麻酔の安全と質の向上：麻酔の合併症発生率，リスクの種類，安全指針，医療の質

向上に向けた活動などについて理解している．手術室の安全管理，環境整備につい

て理解し，実践できる． 

２）生理学：下記の臓器の生理・病態生理，機能，評価・検査，麻酔の影響などについ

て理解している． 

a） 自律神経系 

b） 中枢神経系 

c） 神経筋接合部 

d） 呼吸 

e） 循環 

f） 肝臓 

g） 腎臓 

h） 酸塩基平衡，電解質 

i） 栄養 

３）薬理学：薬力学，薬物動態を理解している．特に下記の麻酔関連薬物について作用
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機序，代謝，臨床上の効用と影響について理解している． 

a） 吸入麻酔薬 

b） 静脈麻酔薬 

c） オピオイド 

d） 筋弛緩薬 

e） 局所麻酔薬 

４）麻酔管理総論：麻酔に必要な知識を持ち，実践できる 

a） 術前評価：麻酔のリスクを増す患者因子の評価，術前に必要な検査，術前に行うべ

き合併症対策について理解している． 

b） 麻酔器，モニター：麻酔器・麻酔回路の構造，点検方法，トラブルシューティング，

モニター機器の原理，適応，モニターによる生体機能の評価，について理解し，実

践ができる． 

c） 気道管理：気道の解剖，評価，様々な気道管理の方法，困難症例への対応などを理

解し，実践できる． 

d） 輸液・輸血療法：種類，適応，保存，合併症，緊急時対応などについて理解し，実

践ができる． 

e） 脊髄くも膜下麻酔，硬膜外麻酔：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機

序，合併症について理解し，実践ができる 

f） 神経ブロック：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機序，合併症につい

て理解し，実践ができる． 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性

と留意すべきことを理解し，実践ができる． 

a） 小児外科 

b） 小児腹腔鏡下手術 

c） 小児心臓血管外科 

d） 小児脳神経外科 

e） 小児整形外科 

f） 小児泌尿器科 

g） 小児眼科 

h） 小児耳鼻咽喉科 

i） 小児形成外科 

j） 小児口腔外科 

k） 小児、検査の麻酔（心臓カテーテル検査、カテーテル治療を含む） 

l） 産科 
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m） 手術室以外での麻酔 

６）術後管理：術後回復とその評価，術後の合併症とその対応に関して理解し，実践で

きる． 

７）集中治療：小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解し，実践で

きる． 

目標２ 診療技術 

麻酔科診療に必要な下記基本手技に習熟し，臨床応用できる．具体的には日本麻酔科学

会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに準拠

する． 

１）基本手技ガイドラインにある下記のそれぞれの基本手技について，定められたコー

ス目標に到達している． 

a） 血管確保・血液採取 

b） 気道管理 

c） モニタリング 

d） 治療手技 

e） 心肺蘇生法 

f） 麻酔器点検および使用 

g） 脊髄くも膜下麻酔 

h） 鎮痛法および鎮静薬 

i） 感染予防 

目標３ マネジメント 

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで，患者の命を助けること

ができる． 

１）周術期などの予期せぬ緊急事象に対して，適切に対処できる技術，判断能力を持っ

ている． 

２）医療チームのリーダーとして，他科の医師，他職種と協力し，統率力をもって周術

期の刻々と変化する事象に対応をすることができる． 

目標４ 医療倫理，医療安全 

医師として診療を行う上で，医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける．医療

安全についての理解を深める． 

１）指導担当する医師とともに臨床研修環境の中で，協調して麻酔科診療を行うことが

できる． 

２）他科の医師，コメディカルなどと協力・協働して，チーム医療を実践することがで

きる． 
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３）麻酔科診療において，適切な態度で患者に接し，麻酔方法や周術期合併症をわかり

やすく説明し，インフォームドコンセントを得ることができる． 

４）初期研修医や他の医師，コメディカル，実習中の学生などに対し，適切な態度で接

しながら，麻酔科診療の教育をすることができる． 

目標５ 生涯教育 

医療・医学の進歩に則して，生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する． 

１）学習ガイドラインの中の麻酔における研究計画と統計学の項目に準拠して，EBM，

統計，研究計画などについて理解している． 

２）院内のカンファレンスや抄読会，外部のセミナーやカンファレンスなどに出席し，

積極的に討論に参加できる． 

３）学術集会や学術出版物に，症例報告や研究成果の発表をすることができる． 

４）臨床上の疑問に関して，指導医に尋ねることはもとより，自ら文献・資料などを用

いて問題解決を行うことができる． 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔，集中治療の充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・硬膜外麻

酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件数の特殊麻酔

を担当医として経験する．  

・小児（6歳未満）の麻酔 

・帝王切開術の麻酔 

・心臓血管外科の麻酔 

・胸部外科手術の麻酔 

・脳神経外科手術の麻酔 

 

 

 

 

 

 

 

大阪府立母子保健総合医療センター 

〒594-1101   

大阪府和泉市室堂町 840 

TEL: 0725-56-1220 

FAX: 0725-56-5682 
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奈良県西和医療センター（基幹研修施設） 

   

①一般目標 

安全で質の高い麻酔科関連分野の診療を適切に実践できる専門医を育成する。具体的

には下記の４つの資質を修得する． 

１）十分な麻酔科領域，および麻酔科関連領域の専門知識と技量 

２）刻々と変わる臨床現場における，適切な臨床的判断能力，問題解決能力 

３）医の倫理に配慮し，診療を行う上での適切な態度，習慣 

４）常に進歩する医療・医学を則して，生涯を通じて研鑽を継続する向上心 

② 個別目標 

目標１ 基本知識 

麻酔科診療に必要な下記知識を習得し，臨床応用できる．具体的には公益法人日本麻

酔科学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに

準拠する． 

１）総論：麻酔科医の役割、麻酔の安全と質、手術室の安全管理や環境整備について

理解し、実践できる。 

２）生理学：麻酔科領域，および麻酔科関連領域における臓器の生理・病態生理，機

能，評価・検査，麻酔の影響などについて理解している． 

３）薬理学：麻酔科領域，および麻酔科関連領域における薬力学，薬物動態、作用機

序，代謝，臨床上の効用と影響について理解している。 

４）麻酔管理総論：麻酔に必要な知識を持ち，実践できる 

a. 術前評価：麻酔のリスクを増す患者因子の評価，術前に必要な検査，術前に行うべ

き合併症対策について理解している． 

b. 麻酔器，モニター：麻酔器・麻酔回路の構造，点検方法，トラブルシューティン

グ，モニター機器の原理，適応，モニターによる生体機能の評価，について理解

し，実践ができる．特に心臓血管麻酔や経食道心エコーを含んだ循環系モニタリ

ングを理解し、実践する。 

c. 気道管理：気道の解剖，評価，様々な気道管理の方法，困難症例への対応などを理

解し，実践できる． 

d. 輸液・輸血療法：種類，適応，保存，合併症，緊急時対応などについて理解し，実

践ができる． 

e. 脊髄くも膜下麻酔，硬膜外麻酔：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機
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序，合併症について理解し，実践ができる 

f. 神経ブロック：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機序，合併症につい

て理解し，実践ができる． 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特

性と留意すべきことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科  

b） 腹腔鏡下手術 

c） 成人心臓手術 

d） 血管外科 

e） 小児外科 

f） 高齢者の手術 

g） 脳神経外科 

h） 整形外科 

i） 外傷患者 

j） 泌尿器科 

k） 産婦人科 

l） 眼科 

m） 耳鼻咽喉科 

n） 手術室以外での麻酔 

６）術後管理：術後回復とその評価，術後の合併症とその対応に関して理解し，実践

できる． 

７）救急医療：救急医療の代表的な病態とその評価，治療について理解し，実践でき

る．それぞれの患者にあった蘇生法を理解し，実践できる．AHA-ACLS，またはAHA-

PALSプロバイダーコースを受講し，プロバイダーカードを取得している． 

目標２ 診療技術 

麻酔科診療に必要な下記基本手技に習熟し，臨床応用できる．具体的には日本麻酔科

学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに

準拠する． 

１）基本手技ガイドラインにある下記のそれぞれの基本手技について，定められたコ

ース目標に到達している． 

a） 血管確保・血液採取 

b） 気道管理 

c） モニタリング 

d） 治療手技 
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e） 心肺蘇生法 

f） 麻酔器点検および使用 

g） 脊髄くも膜下麻酔 

h） 鎮痛法および鎮静薬 

i） 感染予防 

目標３ マネジメント 

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで，患者の命を助けるこ

とができる． 

１）周術期などの予期せぬ緊急事象に対して，適切に対処できる技術，判断能力を持

っている． 

２）医療チームのリーダーとして，他科の医師，他職種と協力し，統率力をもって，

周術期の刻々と変化する事象に対応をすることができる． 

目標４ 医療倫理，医療安全 

医師として診療を行う上で，医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける．医

療安全についての理解を深める． 

１）指導担当する医師とともにon the job training環境の中で，協調して麻酔科診療

を行うことができる． 

２）他科の医師，コメディカルなどと協力・協働して，チーム医療を実践することが

できる． 

３）麻酔科診療において，適切な態度で患者に接し，麻酔方法や周術期合併症をわか

りやすく説明し，インフォームドコンセントを得ることができる． 

４）初期研修医や他の医師，コメディカル，実習中の学生などに対し，適切な態度で

接しながら，麻酔科診療の教育をすることができる． 

目標５ 生涯教育 

医療・医学の進歩に則して，生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する． 

１）院内のカンファレンスや抄読会，外部のセミナーやカンファレンスなどに出席

し，積極的に討論に参加できる． 

２）学術集会や学術出版物に，症例報告や研究成果の発表をすることができる． 

３）臨床上の疑問に関して，指導医に尋ねることはもとより，自ら文献・資料などを

用いて問題解決を行うことができる． 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔の充分な臨床経験を積む。 

a. 手術麻酔症例 

通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，

第
七
章 



   

- 49 - 
 

下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医として経験する． 

  

・小児（6歳未満）の麻酔   

・帝王切開術の麻酔   

・心臓血管外科の麻酔   

（胸部大動脈手術を含む） 

・脳神経外科手術の麻酔  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良県西和医療センター 

〒636-0802 奈良県生駒郡三郷町三室 1丁目 14-

16 

TEL:0745-32-0505   

FAX:0745-32-0517 
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東大阪市立総合病院（基幹研修施設） 

 

① 一般目標 

安全で質の高い麻酔科関連分野の診療を適切に実践できる専門医を育成する。具体的

には下記の４つの資質を修得する． 

１）十分な麻酔科領域，および麻酔科関連領域の専門知識と技量 

２）刻々と変わる臨床現場における，適切な臨床的判断能力，問題解決能力 

３）医の倫理に配慮し，診療を行う上での適切な態度，習慣 

４）常に進歩する医療・医学を則して，生涯を通じて研鑽を継続する向上心 

② 個別目標 

目標１ 基本知識 

麻酔科診療に必要な下記知識を習得し，臨床応用できる．具体的には公益法人日本麻

酔科学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに

準拠する． 

１）総論：麻酔科医の役割、麻酔の安全と質、手術室の安全管理や環境整備について

理解し、実践できる。 

２）生理学：麻酔科領域，および麻酔科関連領域における臓器の生理・病態生理，機

能，評価・検査，麻酔の影響などについて理解している． 

３）薬理学：麻酔科領域，および麻酔科関連領域における薬力学，薬物動態、作用機

序，代謝，臨床上の効用と影響について理解している。 

４）麻酔管理総論：麻酔に必要な知識を持ち，実践できる 

a. 術前評価：麻酔のリスクを増す患者因子の評価，術前に必要な検査，術前に行うべ

き合併症対策について理解している． 

b. 麻酔器，モニター：麻酔器・麻酔回路の構造，点検方法，トラブルシューティン

グ，モニター機器の原理，適応，モニターによる生体機能の評価，について理解

し，実践ができる．特に心臓血管麻酔や経食道心エコーを含んだ循環系モニタリ

ングを理解し、実践する。 

c. 気道管理：気道の解剖，評価，様々な気道管理の方法，困難症例への対応などを理

解し，実践できる． 

d. 輸液・輸血療法：種類，適応，保存，合併症，緊急時対応などについて理解し，実

践ができる． 

e. 脊髄くも膜下麻酔，硬膜外麻酔：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機
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序，合併症について理解し，実践ができる 

f. 神経ブロック：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機序，合併症につい

て理解し，実践ができる． 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特

性と留意すべきことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 小児外科 

e） 高齢者の手術 

f） 脳神経外科 

g） 整形外科 

h） 外傷患者 

i） 泌尿器科 

j） 産婦人科 

k） 眼科 

l） 耳鼻咽喉科 

m） 手術室以外での麻酔 

６）術後管理：術後回復とその評価，術後の合併症とその対応に関して理解し，実践

できる． 

７）集中治療：成人・小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解

し，実践できる． 

８）救急医療：救急医療の代表的な病態とその評価，治療について理解し，実践でき

る．それぞれの患者にあった蘇生法を理解し，実践できる．AHA-ACLS，またはAHA-

PALSプロバイダーコースを受講し，プロバイダーカードを取得している． 

目標２ 診療技術 

麻酔科診療に必要な下記基本手技に習熟し，臨床応用できる．具体的には日本麻酔科

学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに

準拠する． 

１）基本手技ガイドラインにある下記のそれぞれの基本手技について，定められたコ

ース目標に到達している． 

a） 血管確保・血液採取 

b） 気道管理 

c） モニタリング 
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d） 治療手技 

e） 心肺蘇生法 

f） 麻酔器点検および使用 

g） 脊髄くも膜下麻酔 

h） 鎮痛法および鎮静薬 

i） 感染予防 

目標３ マネジメント 

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで，患者の命を助けるこ

とができる． 

１）周術期などの予期せぬ緊急事象に対して，適切に対処できる技術，判断能力を持

っている． 

２）医療チームのリーダーとして，他科の医師，他職種と協力し，統率力をもって，

周術期の刻々と変化する事象に対応をすることができる． 

目標４ 医療倫理，医療安全 

医師として診療を行う上で，医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける．医

療安全についての理解を深める． 

１）指導担当する医師とともにon the job training環境の中で，協調して麻酔科診療

を行うことができる． 

２）他科の医師，コメディカルなどと協力・協働して，チーム医療を実践することが

できる． 

３）麻酔科診療において，適切な態度で患者に接し，麻酔方法や周術期合併症をわか

りやすく説明し，インフォームドコンセントを得ることができる． 

４）初期研修医や他の医師，コメディカル，実習中の学生などに対し，適切な態度で

接しながら，麻酔科診療の教育をすることができる． 

目標５ 生涯教育 

医療・医学の進歩に則して，生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する． 

１）院内のカンファレンスや抄読会，外部のセミナーやカンファレンスなどに出席

し，積極的に討論に参加できる． 

２）学術集会や学術出版物に，症例報告や研究成果の発表をすることができる． 

３）臨床上の疑問に関して，指導医に尋ねることはもとより，自ら文献・資料などを

用いて問題解決を行うことができる． 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔の充分な臨床経験を積む。 

a. 手術麻酔症例数（必須項目） 
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通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，

下記の特殊麻酔を担当医として経験する． 

・小児（6歳未満）の麻酔   

・帝王切開術の麻酔   

・胸部外科手術の麻酔   

・脳神経外科手術の麻酔   

b. 集中治療管理 

術後管理を含む集中治療を経験する。以下の項目を経験する。 

人工呼吸、鎮痛・鎮静、血液浄化法、重症感染症、ＤＩＣ, 敗血症、中枢神経疾患、

心不全、急性肝腎不全。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東大阪市立総合病院 

〒578-8588   

大阪府東大阪市西岩田3丁目4番5号 

TEL：06-6781-5101(代表) 

FAX：06-6781-2194 
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国立病院機構大阪医療センター（基幹研修施設） 

 

① 一般目標 

安全かつ安心な周術期医療の提供といった国民のニーズに応えることのできる，麻酔科

およびその関連分野の診療を実践する専門医を育成する．具体的には下記の４つの資質

を修得する． 

１）十分な麻酔科領域，および麻酔科関連領域の専門知識と技量 

２）刻々と変わる臨床現場における，適切な臨床的判断能力，問題解決能力 

３）医の倫理に配慮し，診療を行う上での適切な態度，習慣 

４）常に進歩する医療・医学を則して，生涯を通じて研鑽を継続する向上心 

② 個別目標 

目標１ 基本知識 

麻酔科診療に必要な下記知識を習得し，臨床応用できる．具体的には公益法人日本麻酔

科学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに準拠

する． 

１）総論 

a） 麻酔科医の役割と社会的な意義，医学や麻酔の歴史について理解している． 

b） 麻酔の安全と質の向上：麻酔の合併症発生率，リスクの種類，安全指針，医療の質

向上に向けた活動などについて理解している．手術室の安全管理，環境整備につい

て理解し，実践できる． 

２）生理学：下記の臓器の生理・病態生理，機能，評価・検査，麻酔の影響などについ

て理解している． 

a） 自律神経系 

b） 中枢神経系 

c） 神経筋接合部 

d） 呼吸 

e） 循環 

f） 肝臓 

g） 腎臓 

h） 酸塩基平衡，電解質 

i） 栄養 

３）薬理学：薬力学，薬物動態を理解している．特に下記の麻酔関連薬物について作用
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機序，代謝，臨床上の効用と影響について理解している． 

a） 吸入麻酔薬 

b） 静脈麻酔薬 

c） オピオイド 

d） 筋弛緩薬 

e） 局所麻酔薬 

４）麻酔管理総論：麻酔に必要な知識を持ち，実践できる 

a） 術前評価：麻酔のリスクを増す患者因子の評価，術前に必要な検査，術前に行うべ

き合併症対策について理解している． 

b） 麻酔器，モニター：麻酔器・麻酔回路の構造，点検方法，トラブルシューティング，

モニター機器の原理，適応，モニターによる生体機能の評価，について理解し，実

践ができる． 

c） 気道管理：気道の解剖，評価，様々な気道管理の方法，困難症例への対応などを理

解し，実践できる． 

d） 輸液・輸血療法：種類，適応，保存，合併症，緊急時対応などについて理解し，実

践ができる． 

e)  脊髄くも膜下麻酔，硬膜外麻酔：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機

序，合併症について理解し，実践ができる 

f) 神経ブロック：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機序，合併症につい

て理解し，実践ができる． 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性

と留意すべきことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 小児外科 

e） 高齢者の手術 

f） 脳神経外科 

g） 整形外科 

h） 外傷患者 

i） 泌尿器科 

j） 産婦人科 

k） 眼科 

l） 耳鼻咽喉科 
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m） レーザー手術 

n） 手術室以外での麻酔 

６）術後管理：術後回復とその評価，術後の合併症とその対応に関して理解し，実践で

きる． 

７）救急医療：それぞれの患者にあった蘇生法を理解し，実践できる．AHA-ACLS，また

は AHA-PALS プロバイダーコースを受講し，プロバイダーカードを取得している． 

８）ペイン：周術期の急性痛の機序，治療について理解し，実践できる． 

目標２ 診療技術 

麻酔科診療に必要な下記基本手技に習熟し，臨床応用できる．具体的には日本麻酔科学

会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに準拠

する． 

１）基本手技ガイドラインにある下記のそれぞれの基本手技について，定められたコー

ス目標に到達している． 

a)  血管確保・血液採取 

b)  気道管理 

c)  モニタリング 

d)  治療手技 

e)  心肺蘇生法 

f)  麻酔器点検および使用 

g)  脊髄くも膜下麻酔 

h)  鎮痛法および鎮静薬 

i)  感染予防 

目標３ マネジメント 

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで，患者の命を助けること

ができる． 

１）周術期などの予期せぬ緊急事象に対して，適切に対処できる技術，判断能力を持っ

ている． 

２）医療チームのリーダーとして，他科の医師，他職種と協力し，統率力をもって，周

術期の刻々と変化する事象に対応をすることができる． 

目標４ 医療倫理，医療安全 

医師として診療を行う上で，医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける．医療

安全についての理解を深める． 

１）指導担当する医師とともに臨床研修環境の中で，協調して麻酔科診療を行うことが

できる． 
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２）他科の医師，コメディカルなどと協力・協働して，チーム医療を実践することがで

きる． 

３）麻酔科診療において，適切な態度で患者に接し，麻酔方法や周術期合併症をわかり

やすく説明し，インフォームドコンセントを得ることができる． 

４）初期研修医や他の医師，コメディカル，実習中の学生などに対し，適切な態度で接

しながら，麻酔科診療の教育をすることができる． 

目標５ 生涯教育 

医療・医学の進歩に則して，生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する． 

１）学習ガイドラインの中の麻酔における研究計画と統計学の項目に準拠して，EBM，

統計，研究計画などについて理解している． 

２）院内のカンファレンスや抄読会，外部のセミナーやカンファレンスなどに出席し，

積極的に討論に参加できる． 

３）学術集会や学術出版物に，症例報告や研究成果の発表をすることができる． 

４）臨床上の疑問に関して，指導医に尋ねることはもとより，自ら文献・資料などを用

いて問題解決を行うことができる． 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔，ペインクリニックの充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・

硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の所定の件数の

特殊麻酔を担当医として経験する．  

・小児（6歳未満）の麻酔   

・帝王切開術の麻酔 

・心臓血管外科手術の麻酔   

・胸部外科手術の麻酔  

・脳神経外科手術の麻酔  

 

 

 

 

国立病院機構大阪医療センター 

〒540-0006 大阪府大阪市中央区法円坂 2-1-14 

TEL:06-6942-1331(代表)  

FAX:06-6943-6467 
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社会医療法人医真会 医真会八尾病院（基幹研修施設） 

 

① 一般目標 

安全で質の高い麻酔科関連分野の診療を適切に実践できる専門医を育成する。具体的

には下記の４つの資質を修得する． 

１）十分な麻酔科領域，および麻酔科関連領域の専門知識と技量 

２）刻々と変わる臨床現場における，適切な臨床的判断能力，問題解決能力 

３）医の倫理に配慮し，診療を行う上での適切な態度，習慣 

４）常に進歩する医療・医学を則して，生涯を通じて研鑽を継続する向上心 

② 個別目標 

目標１ 基本知識 

麻酔科診療に必要な下記知識を習得し，臨床応用できる．具体的には公益法人日本麻

酔科学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに

準拠する． 

１）総論：麻酔科医の役割、麻酔の安全と質、手術室の安全管理や環境整備について

理解し、実践できる。 

２）生理学：麻酔科領域，および麻酔科関連領域における臓器の生理・病態生理，機

能，評価・検査，麻酔の影響などについて理解している． 

３）薬理学：麻酔科領域，および麻酔科関連領域における薬力学，薬物動態、作用機

序，代謝，臨床上の効用と影響について理解している。 

４）麻酔管理総論：麻酔に必要な知識を持ち，実践できる 

a. 術前評価：麻酔のリスクを増す患者因子の評価，術前に必要な検査，術前に行うべ

き合併症対策について理解している． 

b. 麻酔器，モニター：麻酔器・麻酔回路の構造，点検方法，トラブルシューティン

グ，モニター機器の原理，適応，モニターによる生体機能の評価，について理解

し，実践ができる．特に心臓血管麻酔や経食道心エコーを含んだ循環系モニタリ

ングを理解し、実践する。 

c. 気道管理：気道の解剖，評価，様々な気道管理の方法，困難症例への対応などを理

解し，実践できる． 

d. 輸液・輸血療法：種類，適応，保存，合併症，緊急時対応などについて理解し，実

践ができる． 

e. 脊髄くも膜下麻酔，硬膜外麻酔：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機

第
七
章 



   

- 59 - 
 

序，合併症について理解し，実践ができる 

f. 神経ブロック：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機序，合併症につい

て理解し，実践ができる． 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特

性と留意すべきことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 成人心臓手術 

d） 血管外科 

e） 高齢者の手術 

f） 脳神経外科 

g） 整形外科 

h） 外傷患者 

i） 泌尿器科 

j） 眼科 

k） 口腔外科 

l） 手術室以外での麻酔 

６）術後管理：術後回復とその評価，術後の合併症とその対応に関して理解し，実践

できる． 

７）集中治療：成人・小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解

し，実践できる． 

８）救急医療：救急医療の代表的な病態とその評価，治療について理解し，実践でき

る．それぞれの患者にあった蘇生法を理解し，実践できる．AHA-ACLS，またはAHA-

PALSプロバイダーコースを受講し，プロバイダーカードを取得している． 

目標２ 診療技術 

麻酔科診療に必要な下記基本手技に習熟し，臨床応用できる．具体的には日本麻酔科

学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに

準拠する． 

１）基本手技ガイドラインにある下記のそれぞれの基本手技について，定められたコ

ース目標に到達している． 

a） 血管確保・血液採取 

b） 気道管理 

c） モニタリング 

d） 治療手技 
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e） 心肺蘇生法 

f） 麻酔器点検および使用 

g） 脊髄くも膜下麻酔 

h） 鎮痛法および鎮静薬 

i） 感染予防 

目標３ マネジメント 

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで，患者の命を助けるこ

とができる． 

１）周術期などの予期せぬ緊急事象に対して，適切に対処できる技術，判断能力を持

っている． 

２）医療チームのリーダーとして，他科の医師，他職種と協力し，統率力をもって，

周術期の刻々と変化する事象に対応をすることができる． 

目標４ 医療倫理，医療安全 

医師として診療を行う上で，医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける．医

療安全についての理解を深める． 

１）指導担当する医師とともにon the job training環境の中で，協調して麻酔科診療

を行うことができる． 

２）他科の医師，コメディカルなどと協力・協働して，チーム医療を実践することが

できる． 

３）麻酔科診療において，適切な態度で患者に接し，麻酔方法や周術期合併症をわか

りやすく説明し，インフォームドコンセントを得ることができる． 

４）初期研修医や他の医師，コメディカル，実習中の学生などに対し，適切な態度で

接しながら，麻酔科診療の教育をすることができる． 

目標５ 生涯教育 

医療・医学の進歩に則して，生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する． 

１）院内のカンファレンスや抄読会，外部のセミナーやカンファレンスなどに出席

し，積極的に討論に参加できる． 

２）学術集会や学術出版物に，症例報告や研究成果の発表をすることができる． 

３）臨床上の疑問に関して，指導医に尋ねることはもとより，自ら文献・資料などを

用いて問題解決を行うことができる． 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔の充分な臨床経験を積む。 

a. 手術麻酔症例数（必須項目） 

通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，
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下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医として経験する． 

・小児（6歳未満）の麻酔   

・心臓血管外科の麻酔   

（胸部大動脈手術を含む） 

・脳神経外科手術の麻酔   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会医療法人医真会 医真会八尾総合病院

〒581-0036 大阪府八尾市沼 1丁目 41 番地

TEL：072-948-2500（代）  

FAX: 072-948-7950 
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社会福祉法人大阪暁明館大阪暁明館病院（基幹研修施設） 

 

① 一般目標 

安全で質の高い麻酔科関連分野の診療を適切に実践できる専門医を育成する。具体的

には下記の４つの資質を修得する． 

１）十分な麻酔科領域，および麻酔科関連領域の専門知識と技量 

２）刻々と変わる臨床現場における，適切な臨床的判断能力，問題解決能力 

３）医の倫理に配慮し，診療を行う上での適切な態度，習慣 

４）常に進歩する医療・医学を則して，生涯を通じて研鑽を継続する向上心 

② 個別目標 

目標１ 基本知識 

麻酔科診療に必要な下記知識を習得し，臨床応用できる．具体的には公益法人日本麻

酔科学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに

準拠する． 

１）総論：麻酔科医の役割、麻酔の安全と質、手術室の安全管理や環境整備について

理解し、実践できる。 

２）生理学：麻酔科領域，および麻酔科関連領域における臓器の生理・病態生理，機

能，評価・検査，麻酔の影響などについて理解している． 

３）薬理学：麻酔科領域，および麻酔科関連領域における薬力学，薬物動態、作用機

序，代謝，臨床上の効用と影響について理解している。 

４）麻酔管理総論：麻酔に必要な知識を持ち，実践できる 

a. 術前評価：麻酔のリスクを増す患者因子の評価，術前に必要な検査，術前に行うべ

き合併症対策について理解している． 

b. 麻酔器，モニター：麻酔器・麻酔回路の構造，点検方法，トラブルシューティン

グ，モニター機器の原理，適応，モニターによる生体機能の評価，について理解

し，実践ができる．特に心臓血管麻酔や経食道心エコーを含んだ循環系モニタリ

ングを理解し、実践する。 

c. 気道管理：気道の解剖，評価，様々な気道管理の方法，困難症例への対応などを理

解し，実践できる． 

d. 輸液・輸血療法：種類，適応，保存，合併症，緊急時対応などについて理解し，実

践ができる． 

e. 脊髄くも膜下麻酔，硬膜外麻酔：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機
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序，合併症について理解し，実践ができる 

f. 神経ブロック：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機序，合併症につい

て理解し，実践ができる． 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特

性と留意すべきことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 高齢者の手術 

e） 整形外科 

f） 外傷患者 

g） 泌尿器科 

h） 産婦人科 

i） 手術室以外での麻酔 

６）術後管理：術後回復とその評価，術後の合併症とその対応に関して理解し，実践

できる． 

目標２ 診療技術 

麻酔科診療に必要な下記基本手技に習熟し，臨床応用できる．具体的には日本麻酔科

学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに

準拠する． 

１）基本手技ガイドラインにある下記のそれぞれの基本手技について，定められたコ

ース目標に到達している． 

a） 血管確保・血液採取 

b） 気道管理 

c） モニタリング 

d） 治療手技 

e） 心肺蘇生法 

f） 麻酔器点検および使用 

g） 脊髄くも膜下麻酔 

h） 鎮痛法および鎮静薬 

i） 感染予防 

目標３ マネジメント 

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで，患者の命を助けるこ

とができる． 
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１）周術期などの予期せぬ緊急事象に対して，適切に対処できる技術，判断能力を持

っている． 

２）医療チームのリーダーとして，他科の医師，他職種と協力し，統率力をもって，

周術期の刻々と変化する事象に対応をすることができる． 

目標４ 医療倫理，医療安全 

医師として診療を行う上で，医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける．医

療安全についての理解を深める． 

１）指導担当する医師とともにon the job training環境の中で，協調して麻酔科診療

を行うことができる． 

２）他科の医師，コメディカルなどと協力・協働して，チーム医療を実践することが

できる． 

３）麻酔科診療において，適切な態度で患者に接し，麻酔方法や周術期合併症をわか

りやすく説明し，インフォームドコンセントを得ることができる． 

４）初期研修医や他の医師，コメディカル，実習中の学生などに対し，適切な態度で

接しながら，麻酔科診療の教育をすることができる． 

目標５ 生涯教育 

医療・医学の進歩に則して，生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する． 

１）院内のカンファレンスや抄読会，外部のセミナーやカンファレンスなどに出席

し，積極的に討論に参加できる． 

２）学術集会や学術出版物に，症例報告や研究成果の発表をすることができる． 

３）臨床上の疑問に関して，指導医に尋ねることはもとより，自ら文献・資料などを

用いて問題解決を行うことができる． 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔の充分な臨床経験を積む。 

a. 手術麻酔症例数 

通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，

下記の特殊麻酔を担当医として経験する． 

・帝王切開術の麻酔・胸部外科手術の麻酔 

    

社会福祉法人大阪暁明館大阪暁明館病院 

〒554-0012 大阪市此花区西九条 5丁目 4-8 

 TEL:06-6462-0261（代表） 

 FAX:06-6462-0362 
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JR 大阪鉄道病院（基幹研修施設） 

 

① 一般目標 

安全で質の高い麻酔科関連分野の診療を適切に実践できる専門医を育成する。具体的

には下記の４つの資質を修得する． 

１）十分な麻酔科領域，および麻酔科関連領域の専門知識と技量 

２）刻々と変わる臨床現場における，適切な臨床的判断能力，問題解決能力 

３）医の倫理に配慮し，診療を行う上での適切な態度，習慣 

４）常に進歩する医療・医学を則して，生涯を通じて研鑽を継続する向上心 

② 個別目標 

目標１ 基本知識 

麻酔科診療に必要な下記知識を習得し，臨床応用できる．具体的には公益法人日本麻

酔科学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに

準拠する． 

１）総論：麻酔科医の役割、麻酔の安全と質、手術室の安全管理や環境整備について

理解し、実践できる。 

２）生理学：麻酔科領域，および麻酔科関連領域における臓器の生理・病態生理，機

能，評価・検査，麻酔の影響などについて理解している． 

３）薬理学：麻酔科領域，および麻酔科関連領域における薬力学，薬物動態、作用機

序，代謝，臨床上の効用と影響について理解している。 

４）麻酔管理総論：麻酔に必要な知識を持ち，実践できる 

a. 術前評価：麻酔のリスクを増す患者因子の評価，術前に必要な検査，術前に行うべ

き合併症対策について理解している． 

b. 麻酔器，モニター：麻酔器・麻酔回路の構造，点検方法，トラブルシューティン

グ，モニター機器の原理，適応，モニターによる生体機能の評価，について理解

し，実践ができる．特に心臓血管麻酔や経食道心エコーを含んだ循環系モニタリ

ングを理解し、実践する。 

c. 気道管理：気道の解剖，評価，様々な気道管理の方法，困難症例への対応などを理

解し，実践できる． 

d. 輸液・輸血療法：種類，適応，保存，合併症，緊急時対応などについて理解し，実

践ができる． 

e. 脊髄くも膜下麻酔，硬膜外麻酔：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機

序，合併症について理解し，実践ができる 
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f. 神経ブロック：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機序，合併症につい

て理解し，実践ができる． 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特

性と留意すべきことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 小児外科 

e） 高齢者の手術 

f） 整形外科 

g） 外傷患者 

h） 泌尿器科 

i） 眼科 

j） 耳鼻咽喉科 

k） レーザー手術 

l） 手術室以外での麻酔 

６）術後管理：術後回復とその評価，術後の合併症とその対応に関して理解し，実践

できる． 

目標２ 診療技術 

麻酔科診療に必要な下記基本手技に習熟し，臨床応用できる．具体的には日本麻酔科

学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに

準拠する． 

１）基本手技ガイドラインにある下記のそれぞれの基本手技について，定められたコ

ース目標に到達している． 

a） 血管確保・血液採取 

b） 気道管理 

c） モニタリング 

d） 治療手技 

e） 心肺蘇生法 

f） 麻酔器点検および使用 

g） 脊髄くも膜下麻酔 

h） 鎮痛法および鎮静薬 

i） 感染予防 

目標３ マネジメント 

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで，患者の命を助けるこ

とができる． 

１）周術期などの予期せぬ緊急事象に対して，適切に対処できる技術，判断能力を持
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っている． 

２）医療チームのリーダーとして，他科の医師，他職種と協力し，統率力をもって，

周術期の刻々と変化する事象に対応をすることができる． 

目標４ 医療倫理，医療安全 

医師として診療を行う上で，医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける．医

療安全についての理解を深める． 

１）指導担当する医師とともにon the job training環境の中で，協調して麻酔科診療

を行うことができる． 

２）他科の医師，コメディカルなどと協力・協働して，チーム医療を実践することが

できる． 

３）麻酔科診療において，適切な態度で患者に接し，麻酔方法や周術期合併症をわか

りやすく説明し，インフォームドコンセントを得ることができる． 

４）初期研修医や他の医師，コメディカル，実習中の学生などに対し，適切な態度で

接しながら，麻酔科診療の教育をすることができる． 

目標５ 生涯教育 

医療・医学の進歩に則して，生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する． 

１）院内のカンファレンスや抄読会，外部のセミナーやカンファレンスなどに出席

し，積極的に討論に参加できる． 

２）学術集会や学術出版物に，症例報告や研究成果の発表をすることができる． 

３）臨床上の疑問に関して，指導医に尋ねることはもとより，自ら文献・資料などを

用いて問題解決を行うことができる． 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔の充分な臨床経験を積む。 

a. 手術麻酔症例数（必須項目） 

通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，

下記の特殊麻酔を担当医として経験する．・小児（6歳未満）の麻酔・胸部外科手術の

麻酔 

 

  

 

  

JR 大阪鉄道病院 

〒545-0053 大阪府大阪市阿倍野区松崎町一

丁目 2番 22 号 

TEL:06-6628-2221 

FAX:06-6628-4707 
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社会医療法人平成記念病院（基幹研修施設） 

 

① 一般目標 

安全で質の高い麻酔科関連分野の診療を適切に実践できる専門医を育成する。具体的

には下記の４つの資質を修得する． 

１）十分な麻酔科領域，および麻酔科関連領域の専門知識と技量 

２）刻々と変わる臨床現場における，適切な臨床的判断能力，問題解決能力 

３）医の倫理に配慮し，診療を行う上での適切な態度，習慣 

４）常に進歩する医療・医学を則して，生涯を通じて研鑽を継続する向上心 

② 個別目標 

目標１ 基本知識 

麻酔科診療に必要な下記知識を習得し，臨床応用できる．具体的には公益法人日本麻

酔科学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに

準拠する． 

１）総論：麻酔科医の役割、麻酔の安全と質、手術室の安全管理や環境整備について

理解し、実践できる。 

２）生理学：麻酔科領域，および麻酔科関連領域における臓器の生理・病態生理，機

能，評価・検査，麻酔の影響などについて理解している． 

３）薬理学：麻酔科領域，および麻酔科関連領域における薬力学，薬物動態、作用機

序，代謝，臨床上の効用と影響について理解している。 

４）麻酔管理総論：麻酔に必要な知識を持ち，実践できる 

a. 術前評価：麻酔のリスクを増す患者因子の評価，術前に必要な検査，術前に行うべ

き合併症対策について理解している． 

b. 麻酔器，モニター：麻酔器・麻酔回路の構造，点検方法，トラブルシューティン

グ，モニター機器の原理，適応，モニターによる生体機能の評価，について理解

し，実践ができる.  

c. 気道管理：気道の解剖，評価，様々な気道管理の方法，困難症例への対応などを理

解し，実践できる． 

d. 輸液・輸血療法：種類，適応，保存，合併症，緊急時対応などについて理解し，実

践ができる． 

e. 脊髄くも膜下麻酔，硬膜外麻酔：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機

序，合併症について理解し，実践ができる 

f. 神経ブロック：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機序，合併症につ
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いて理解し，実践ができる． 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特

性と留意すべきことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 小児外科 

d） 高齢者の手術 

e） 脳神経外科 

f） 整形外科 

g） 外傷患者 

h） 口腔外科 

６）術後管理：術後回復とその評価，術後の合併症とその対応に関して理解し，実践

できる． 

目標２ 診療技術 

麻酔科診療に必要な下記基本手技に習熟し，臨床応用できる．具体的には日本麻酔科

学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに

準拠する． 

１）基本手技ガイドラインにある下記のそれぞれの基本手技について，定められたコ

ース目標に到達している． 

a） 血管確保・血液採取 

b） 気道管理 

c） モニタリング 

d） 治療手技 

e） 心肺蘇生法 

f） 麻酔器点検および使用 

g） 脊髄くも膜下麻酔 

h） 鎮痛法および鎮静薬 

i） 感染予防 

目標３ マネジメント 

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで，患者の命を助けるこ

とができる． 

１）周術期などの予期せぬ緊急事象に対して，適切に対処できる技術，判断能力を持

っている． 

２）医療チームのリーダーとして，他科の医師，他職種と協力し，統率力をもって，
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周術期の刻々と変化する事象に対応をすることができる． 

目標４ 医療倫理，医療安全 

医師として診療を行う上で，医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける．医

療安全についての理解を深める． 

１）指導担当する医師とともにon the job training環境の中で，協調して麻酔科診療

を行うことができる． 

２）他科の医師，コメディカルなどと協力・協働して，チーム医療を実践することが

できる． 

３）麻酔科診療において，適切な態度で患者に接し，麻酔方法や周術期合併症をわか

りやすく説明し，インフォームドコンセントを得ることができる． 

４）初期研修医や他の医師，コメディカル，実習中の学生などに対し，適切な態度で

接しながら，麻酔科診療の教育をすることができる． 

目標５ 生涯教育 

医療・医学の進歩に則して，生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する． 

１）院内のカンファレンスや抄読会，外部のセミナーやカンファレンスなどに出席

し，積極的に討論に参加できる． 

２）学術集会や学術出版物に，症例報告や研究成果の発表をすることができる． 

３）臨床上の疑問に関して，指導医に尋ねることはもとより，自ら文献・資料などを

用いて問題解決を行うことができる． 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔の充分な臨床経験を積む 

a. 手術麻酔症例数（必須項目） 

通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，

下記の特殊麻酔を担当医として経験する． 

 ・小児（6歳未満）の麻酔   

・脳神経外科手術の麻酔   

 

 

 

 

社会医療法人平成記念病院 

〒 634-0813  奈 良 県 橿 原 市 四 条 町 827

TEL:0744-29-3300  

FAX:0744-29-3311 
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社会医療法人生長会ベルランド総合病院（基幹研修施設） 

 

① 一般目標 

安全で質の高い麻酔科関連分野の診療を適切に実践できる専門医を育成する。具体的

には下記の４つの資質を修得する． 

１）十分な麻酔科領域，および麻酔科関連領域の専門知識と技量 

２）刻々と変わる臨床現場における，適切な臨床的判断能力，問題解決能力 

３）医の倫理に配慮し，診療を行う上での適切な態度，習慣 

４）常に進歩する医療・医学を則して，生涯を通じて研鑽を継続する向上心 

② 個別目標 

目標１ 基本知識 

麻酔科診療に必要な下記知識を習得し，臨床応用できる．具体的には公益法人日本麻

酔科学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに

準拠する． 

１）総論：麻酔科医の役割、麻酔の安全と質、手術室の安全管理や環境整備について

理解し、実践できる。 

２）生理学：麻酔科領域，および麻酔科関連領域における臓器の生理・病態生理，機

能，評価・検査，麻酔の影響などについて理解している． 

３）薬理学：麻酔科領域，および麻酔科関連領域における薬力学，薬物動態、作用機

序，代謝，臨床上の効用と影響について理解している。 

４）麻酔管理総論：麻酔に必要な知識を持ち，実践できる 

a. 術前評価：麻酔のリスクを増す患者因子の評価，術前に必要な検査，術前に行うべ

き合併症対策について理解している． 

b. 麻酔器，モニター：麻酔器・麻酔回路の構造，点検方法，トラブルシューティン

グ，モニター機器の原理，適応，モニターによる生体機能の評価，について理解

し，実践ができる． 

c. 気道管理：気道の解剖，評価，様々な気道管理の方法，困難症例への対応などを理

解し，実践できる． 

d. 輸液・輸血療法：種類，適応，保存，合併症，緊急時対応などについて理解し，実

践ができる． 

e. 脊髄くも膜下麻酔，硬膜外麻酔：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機

序，合併症について理解し，実践ができる 

f. 神経ブロック：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機序，合併症につい
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て理解し，実践ができる． 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特

性と留意すべきことを理解し，実践ができる． 

a) 腹部外科 

b) 腹腔鏡下手術 

c) 胸部外科 

d) 成人心臓手術 

e) 血管外科 

f) 小児外科 

g) 高齢者の手術 

h) 脳神経外科 

i) 整形外科 

j) 外傷患者 

k) 泌尿器科 

l) 産婦人科 

m) 眼科 

n) 耳鼻咽喉科 

o) 手術室以外での麻酔 

６）術後管理：術後回復とその評価，術後の合併症とその対応に関して理解し，実践

できる． 

７）集中治療：成人・小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解

し，実践できる． 

８）救急医療：救急医療の代表的な病態とその評価，治療について理解し，実践でき

る．それぞれの患者にあった蘇生法を理解し，実践できる．AHA-ACLS，またはAHA-

PALSプロバイダーコースを受講し，プロバイダーカードを取得している． 

９）ペイン：周術期の急性痛・慢性痛の機序，治療について理解し，実践できる． 

目標２ 診療技術 

麻酔科診療に必要な下記基本手技に習熟し，臨床応用できる．具体的には日本麻酔科

学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに

準拠する． 

１）基本手技ガイドラインにある下記のそれぞれの基本手技について，定められたコ

ース目標に到達している． 

a) 血管確保・血液採取 

b) 気道管理 
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c) モニタリング 

d) 治療手技 

e) 心肺蘇生法 

f) 麻酔器点検および使用 

g) 脊髄くも膜下麻酔 

h) 鎮痛法および鎮静薬 

i) 感染予防 

目標３ マネジメント 

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで，患者の命を助けるこ

とができる． 

１）周術期などの予期せぬ緊急事象に対して，適切に対処できる技術，判断能力を持

っている． 

２）医療チームのリーダーとして，他科の医師，他職種を巻き込み，統率力をもっ

て，周術期の刻々と変化する事象に対応をすることができる． 

目標４ 医療倫理，医療安全 

医師として診療を行う上で，医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける．医

療安全についての理解を深める． 

１）指導担当する医師とともにon the job training環境の中で，協調して麻酔科診療

を行うことができる． 

２）他科の医師，コメディカルなどと協力・協働して，チーム医療を実践することが

できる． 

３）麻酔科診療において，適切な態度で患者に接し，麻酔方法や周術期合併症をわか

りやすく説明し，インフォームドコンセントを得ることができる． 

４）初期研修医や他の医師，コメディカル，実習中の学生などに対し，適切な態度で

接しながら，麻酔科診療の教育をすることができる． 

目標５ 生涯教育 

医療・医学の進歩に則して，生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する． 

１）院内のカンファレンス，外部のセミナーやカンファレンスなどに出席し，積極的

に討論に参加できる． 

２）学術集会や学術出版物に，症例報告や研究成果の発表をすることができる． 

３）臨床上の疑問に関して，指導医に尋ねることはもとより，自ら文献・資料などを

用いて問題解決を行うことができる． 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔の充分な臨床経験を積む。 
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a. 手術麻酔症例 

通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，

下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医として経験する． 

・小児（6歳未満）の麻酔   

・帝王切開術の麻酔   

・心臓血管外科の麻酔   

（胸部大動脈手術を含む） 

・胸部外科手術の麻酔   

・脳神経外科手術の麻酔   

ｂ. 集中治療管理 

術後管理を含む集中治療を経験する。以下の項目を経験する。 

人工呼吸、鎮痛・鎮静、血液浄化法、重症感染症、ＤＩＣ, 敗血症、中枢神経疾患、

心不全、急性肝腎不全。 

  

  

社会医療法人生長会ベルランド総合病院 

〒599-8247 大阪府堺市中区東山 500-3  

TEL:072-234-2001 

FAX: 072-234-9035 
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大阪市立総合医療センター（関連研修施設） 

   

①一般目標 

安全で質の高い周術期医療を提し，麻酔科およびその関連分野の診療を実践する専門医

を育成する．具体的には下記の４つの資質を修得する． 

１）十分な麻酔科領域，および麻酔科関連領域の専門知識と技量 

２）刻々と変わる臨床現場における，適切な臨床的判断能力，問題解決能力 

３）医の倫理に配慮し，診療を行う上での適切な態度，習慣 

４）常に進歩する医療・医学に則して，生涯を通じて研鑽を継続する向上心 

② 個別目標 

目標１ 基本知識 

麻酔科診療に必要な下記知識を習得し，臨床応用できる．具体的には公益法人日本麻酔

科学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに準拠

する． 

１）総論 

a） 麻酔科医の役割と社会的な意義，医学や麻酔の歴史について理解できる． 

b） 麻酔の安全と質の向上：麻酔の合併症発生率，リスクの種類，安全指針，医療の

質向上に向けた活動などについて理解している．手術室の安全管理，環境整備に

ついて理解し，実践できる． 

２）生理学：下記の臓器の生理・病態生理，機能，評価・検査，麻酔の影響などについ

て理解する． 

a） 自律神経系 

b） 中枢神経系 

c） 神経筋接合部 

d） 呼吸 

e） 循環 

f） 肝臓 

g） 腎臓 

h） 酸塩基平衡，電解質 

i） 栄養 

３）薬理学：薬力学，薬物動態を理解している．特に下記の麻酔関連薬物について作用

機序，代謝，臨床上の効用と影響について理解している． 

a） 吸入麻酔薬 
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b） 静脈麻酔薬 

c） オピオイド 

d） 筋弛緩薬 

e） 局所麻酔薬 

４）麻酔管理総論：麻酔に必要な知識を持ち，実践できる． 

a） 術前評価：麻酔のリスクを増す患者因子の評価，術前に必要な検査，術前に行う

べき合併症対策について理解する． 

b） 麻酔器，モニター：麻酔器・麻酔回路の構造，点検方法，トラブルシューティン

グ，モニター機器の原理，適応，モニターによる生体機能の評価，について理解

し，実践ができる． 

c） 気道管理：気道の解剖，評価，様々な気道管理の方法，困難症例への対応などを

理解し，実践できる． 

d） 輸液・輸血療法：種類，適応，保存，合併症，緊急時対応などについて理解し，

実践ができる． 

e） 硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用

機序，合併症について理解し，実践ができる． 

f） 末梢神経ブロック：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機序，合併症

について理解し，実践ができる． 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特性

と留意すべきことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 小児外科 

e） 心臓手術（主に成人） 

f） 脳神経外科 

g） 整形外科 

h） 産科・婦人科 

i） 外傷患者 

j） 泌尿器科 

k） 眼科 

l） 耳鼻咽喉科 

m） てんかん手術 

n） 口腔外科 
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o） 手術室以外（血管造影室，MRI 室の麻酔） 

６）術後管理：術後回復とその評価，術後の合併症とその対応に関して理解し，実践で

きる． 

目標２ 診療技術 

麻酔科診療に必要な下記基本手技に習熟し，臨床応用できる．具体的には日本麻酔科学

会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに準拠

する． 

１）基本手技ガイドラインにある下記のそれぞれの基本手技について，定められたコー

ス目標に到達している． 

a） 血管確保・血液採取 

b） 気道管理 

c） モニタリング 

d） 心肺蘇生法 

e） 麻酔器点検および使用 

f） 脊髄くも膜下麻酔 

g） 硬膜外麻酔 

h） 末梢神経ブロック 

i） 鎮痛法および鎮痛薬 

j） 感染予防 

目標３ マネジメント 

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで，患者の命を助けること

ができる． 

１) 周術期などの予期せぬ緊急事象に対して，適切に対処できる技術，判断能力を持っ

ている． 

２) 医療チームのリーダーとして，他科の医師，他職種と協力し，統率力をもって，

周術期の刻々と変化する事象に対応をすることができる． 

目標４ 医療倫理，医療安全 

医師として診療を行う上で，医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける．医療

安全についての理解を深める． 

１）指導を担当する医師とともに臨床研修環境の中で，協調して麻酔科診療を行うこと

ができる． 

２）他科の医師，コメディカルなどと協力・協働して，チーム医療を実践することがで

きる． 

３）麻酔科診療において，適切な態度で患者に接し，麻酔方法や周術期合併症をわかり
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やすく説明し，インフォームドコンセントを得ることができる． 

４）初期研修医や他の医師，コメディカル，実習中の学生などに対し，適切な態度で接

しながら，麻酔科診療の教育をすることができる． 

 

目標５ 生涯教育 

医療・医学の進歩に則して，生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する． 

１）院内のカンファレンスや抄読会，外部のセミナーやカンファレンスなどに出席し，

積極的に討論に参加できる． 

２）学術集会や学術出版物に，症例報告や研究成果の発表をすることができる． 

３）臨床上の疑問に関して，指導医に尋ねることはもとより，自ら文献・資料などを用

いて問題解決を行うことができる． 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔の充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄く

も膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の特殊麻酔を担当医として経験する．  

・小児（6歳未満）の麻酔  

・帝王切開術の麻酔  

・心臓血管外科手術（胸部大動脈瘤を含む）の麻酔   

・胸部外科手術の麻酔  

・脳神経外科手術の麻酔 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪市立総合医療センター 

〒534-0021 大阪府大阪市都島区都島本通

2 丁目 13 番 22 号 

TEL:06-6929-1221（代） 

FAX:06-6929-1855 
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公益財団法人天理よろづ相談所病院（関連研修施設） 

   

① 一般目標 

安全で質の高い麻酔科関連分野の診療を適切に実践できる専門医を育成する。具体的

には下記の４つの資質を修得する． 

１）十分な麻酔科領域，および麻酔科関連領域の専門知識と技量 

２）刻々と変わる臨床現場における，適切な臨床的判断能力，問題解決能力 

３）医の倫理に配慮し，診療を行う上での適切な態度，習慣 

４）常に進歩する医療・医学を則して，生涯を通じて研鑽を継続する向上心 

② 個別目標 

目標１ 基本知識 

麻酔科診療に必要な下記知識を習得し，臨床応用できる．具体的には公益法人日本麻

酔科学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに

準拠する． 

１）総論：麻酔科医の役割、麻酔の安全と質、手術室の安全管理や環境整備について

理解し、実践できる。 

２）生理学：麻酔科領域，および麻酔科関連領域における臓器の生理・病態生理，機

能，評価・検査，麻酔の影響などについて理解している． 

３）薬理学：麻酔科領域，および麻酔科関連領域における薬力学，薬物動態、作用機

序，代謝，臨床上の効用と影響について理解している。 

４）麻酔管理総論：麻酔に必要な知識を持ち，実践できる 

a. 術前評価：麻酔のリスクを増す患者因子の評価，術前に必要な検査，術前に行うべ

き合併症対策について理解している． 

b. 麻酔器，モニター：麻酔器・麻酔回路の構造，点検方法，トラブルシューティン

グ，モニター機器の原理，適応，モニターによる生体機能の評価，について理解

し，実践ができる．特に心臓血管麻酔や経食道心エコーを含んだ循環系モニタリ

ングを理解し、実践する。 

c. 気道管理：気道の解剖，評価，様々な気道管理の方法，困難症例への対応などを理

解し，実践できる． 

d. 輸液・輸血療法：種類，適応，保存，合併症，緊急時対応などについて理解し，実

践ができる． 

e. 脊髄くも膜下麻酔，硬膜外麻酔：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機

序，合併症について理解し，実践ができる 

第
七
章 



 

- 80 - 
 

f. 神経ブロック：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機序，合併症につい

て理解し，実践ができる． 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特

性と留意すべきことを理解し，実践ができる． 

a） 腹部外科 

b） 腹腔鏡下手術 

c） 胸部外科 

d） 成人心臓手術 

e） 血管外科 

f） 小児心臓外科 

g） 高齢者の手術 

h） 脳神経外科 

i） 整形外科 

j） 泌尿器科 

k） 産婦人科 

l） 眼科 

m） 耳鼻咽喉科 

n） 手術室以外での麻酔 

６）術後管理：術後回復とその評価，術後の合併症とその対応に関して理解し，実践

できる． 

７）集中治療：成人・小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解

し，実践できる． 

８）救急医療：救急医療の代表的な病態とその評価，治療について理解し，実践でき

る．それぞれの患者にあった蘇生法を理解し，実践できる．AHA-ACLS，またはAHA-

PALSプロバイダーコースを受講し，プロバイダーカードを取得している． 

目標２ 診療技術 

麻酔科診療に必要な下記基本手技に習熟し，臨床応用できる．具体的には日本麻酔科

学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに

準拠する． 

１）基本手技ガイドラインにある下記のそれぞれの基本手技について，定められたコ

ース目標に到達している． 

a） 血管確保・血液採取 

b） 気道管理 

c） モニタリング 
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d） 治療手技 

e） 心肺蘇生法 

f） 麻酔器点検および使用 

g） 脊髄くも膜下麻酔 

h） 鎮痛法および鎮静薬 

i） 感染予防 

目標３ マネジメント 

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで，患者の命を助けるこ

とができる． 

１）周術期などの予期せぬ緊急事象に対して，適切に対処できる技術，判断能力を持

っている． 

２）医療チームのリーダーとして，他科の医師，他職種と協力し，統率力をもって，

周術期の刻々と変化する事象に対応をすることができる． 

目標４ 医療倫理，医療安全 

医師として診療を行う上で，医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける．医

療安全についての理解を深める． 

１）指導担当する医師とともにon the job training環境の中で，協調して麻酔科診療

を行うことができる． 

２）他科の医師，コメディカルなどと協力・協働して，チーム医療を実践することが

できる． 

３）麻酔科診療において，適切な態度で患者に接し，麻酔方法や周術期合併症をわか

りやすく説明し，インフォームドコンセントを得ることができる． 

４）初期研修医や他の医師，コメディカル，実習中の学生などに対し，適切な態度で

接しながら，麻酔科診療の教育をすることができる． 

目標５ 生涯教育 

医療・医学の進歩に則して，生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する． 

１）学習ガイドラインの中の麻酔における研究計画と統計学の項目に準拠して，EBM，

統計，研究計画などについて理解している． 

２）院内のカンファレンスや抄読会，外部のセミナーやカンファレンスなどに出席

し，積極的に討論に参加できる． 

３）学術集会や学術出版物に，症例報告や研究成果の発表をすることができる． 

４）臨床上の疑問に関して，指導医に尋ねることはもとより，自ら文献・資料などを

用いて問題解決を行うことができる． 
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③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔の充分な臨床経験を積む。 

手術麻酔症例数（必須項目） 

通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，

下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医として経験する． 

・小児（6歳未満）の麻酔  25症例 

・心臓血管外科の麻酔  25症例 

（胸部大動脈手術を含む） 

・胸部外科手術の麻酔  50症例 

・脳神経外科手術の麻酔  50症例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人 天理よろづ相談所病院 

〒632-8552 奈良県天理市三島町 200 番地 

TEL:0743-63-5611 

FAX:0743-63-1530 
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順天堂大学医学部附属順天堂医院（関連研修施設） 

 

① 一般目標 

安全で質の高い麻酔科関連分野の診療を適切に実践できる専門医を育成する。具体的

には下記の４つの資質を修得する． 

１）十分な麻酔科領域，および麻酔科関連領域の専門知識と技量 

２）刻々と変わる臨床現場における，適切な臨床的判断能力，問題解決能力 

３）医の倫理に配慮し，診療を行う上での適切な態度，習慣 

４）常に進歩する医療・医学を則して，生涯を通じて研鑽を継続する向上心 

② 個別目標 

目標１ 基本知識 

麻酔科診療に必要な下記知識を習得し，臨床応用できる．具体的には公益法人日本麻

酔科学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに

準拠する． 

１）総論：麻酔科医の役割、麻酔の安全と質、手術室の安全管理や環境整備について

理解し、実践できる。 

２）生理学：麻酔科領域，および麻酔科関連領域における臓器の生理・病態生理，機

能，評価・検査，麻酔の影響などについて理解している． 

３）薬理学：麻酔科領域，および麻酔科関連領域における薬力学，薬物動態、作用機

序，代謝，臨床上の効用と影響について理解している。 

４）麻酔管理総論：麻酔に必要な知識を持ち，実践できる 

a. 術前評価：麻酔のリスクを増す患者因子の評価，術前に必要な検査，術前に行うべ

き合併症対策について理解している． 

b. 麻酔器，モニター：麻酔器・麻酔回路の構造，点検方法，トラブルシューティン

グ，モニター機器の原理，適応，モニターによる生体機能の評価，について理解

し，実践ができる． 

c. 気道管理：気道の解剖，評価，様々な気道管理の方法，困難症例への対応などを理

解し，実践できる． 

d. 輸液・輸血療法：種類，適応，保存，合併症，緊急時対応などについて理解し，実

践ができる． 

e. 脊髄くも膜下麻酔，硬膜外麻酔：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機

序，合併症について理解し，実践ができる 第
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f. 神経ブロック：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機序，合併症につい

て理解し，実践ができる． 

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞれの特

性と留意すべきことを理解し，実践ができる． 

a) 腹部外科 

b) 腹腔鏡下手術 

c) 胸部外科 

d) 成人心臓手術 

e) 血管外科 

f) 小児外科 

g) 高齢者の手術 

h) 脳神経外科 

i) 整形外科 

j) 外傷患者 

k) 泌尿器科 

l) 産婦人科 

m) 眼科 

n) 耳鼻咽喉科 

o) 手術室以外での麻酔 

６）術後管理：術後回復とその評価，術後の合併症とその対応に関して理解し，実践

できる． 

７）集中治療：成人・小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解

し，実践できる． 

８）救急医療：救急医療の代表的な病態とその評価，治療について理解し，実践でき

る．それぞれの患者にあった蘇生法を理解し，実践できる．AHA-ACLS，またはAHA-

PALSプロバイダーコースを受講し，プロバイダーカードを取得している． 

９）ペイン：周術期の急性痛・慢性痛の機序，治療について理解し，実践できる． 

目標２ 診療技術 

麻酔科診療に必要な下記基本手技に習熟し，臨床応用できる．具体的には日本麻酔科

学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに

準拠する． 

１）基本手技ガイドラインにある下記のそれぞれの基本手技について，定められたコ

ース目標に到達している． 

a) 血管確保・血液採取 第
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b) 気道管理 

c) モニタリング 

d) 治療手技 

e) 心肺蘇生法 

f) 麻酔器点検および使用 

g) 脊髄くも膜下麻酔 

h) 鎮痛法および鎮静薬 

i) 感染予防 

目標３ マネジメント 

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで，患者の命を助けるこ

とができる． 

１）周術期などの予期せぬ緊急事象に対して，適切に対処できる技術，判断能力を持

っている． 

２）医療チームのリーダーとして，他科の医師，他職種をと協力し，統率力をもっ

て，周術期の刻々と変化する事象に対応をすることができる． 

目標４ 医療倫理，医療安全 

医師として診療を行う上で，医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける．医

療安全についての理解を深める． 

１）指導担当する医師とともにon the job training環境の中で，協調して麻酔科診療

を行うことができる． 

２）他科の医師，コメディカルなどと協力・協働して，チーム医療を実践することが

できる． 

３）麻酔科診療において，適切な態度で患者に接し，麻酔方法や周術期合併症をわか

りやすく説明し，インフォームドコンセントを得ることができる． 

４）初期研修医や他の医師，コメディカル，実習中の学生などに対し，適切な態度で

接しながら，麻酔科診療の教育をすることができる． 

目標５ 生涯教育 

医療・医学の進歩に則して，生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する． 

１）院内のカンファレンス，外部のセミナーやカンファレンスなどに出席し，積極的

に討論に参加できる． 

２）学術集会や学術出版物に，症例報告や研究成果の発表をすることができる． 

３）臨床上の疑問に関して，指導医に尋ねることはもとより，自ら文献・資料などを

用いて問題解決を行うことができる． 
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③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔の充分な臨床経験を積む。 

a) 手術麻酔症例 

通常の全身麻酔・硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，

下記の所定の件数の特殊麻酔を担当医として経験する． 

・小児（6歳未満）の麻酔   

・帝王切開術の麻酔   

・心臓血管外科の麻酔   

（胸部大動脈手術を含む） 

・胸部外科手術の麻酔   

・脳神経外科手術の麻酔   

b) 集中治療管理 

術後管理を含む集中治療を経験する。以下の項目を経験する。 

人工呼吸、鎮痛・鎮静、血液浄化法、重症感染症、ＤＩＣ, 敗血症、中枢神経疾患、

心不全、急性肝腎不全。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順天堂大学医学部附属順天堂医院 

〒113-8431 東京都文京区本郷三丁目 1番 3 号 

TEL: 03-3813-3111（代表） 

FAX: 03-5802-1097 
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埼玉県立小児医療センター（関連研修施設） 

 

① 一般目標  

安全で質の高い周術期医療を提供し，国民の健康と福祉の増進に寄与すること 

のできる，麻酔科およびその関連分野の診療を実践する専門医を育成する．具 

体的には下記の４つの資質を修得する．  

１）十分な麻酔科領域，および麻酔科関連領域の専門知識と技量  

２）刻々と変わる臨床現場における，適切な臨床的判断能力，問題解決能力  

３）医の倫理に配慮し，診療を行う上での適切な態度，習慣  

４）常に進歩する医療・医学を則して，生涯を通じて研鑽を継続する向上心  

② 個別目標  

目標１ 基本知識 

麻酔科診療に必要な下記知識を習得し，臨床応用できる． 

具体的には公益法人日本麻酔科学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドラ 

イン」の中の学習ガイドラインに準拠する．  

１）総論：  

a） 麻酔科医の役割と社会的な意義，医学や麻酔の歴史について理解して 

いる．  

b） 麻酔の安全と質の向上：麻酔の合併症発生率，リスクの種類，安全指 

針，医療の質向上に向けた活動などについて理解している．手術室の安全 

管理，環境整備について理解し，実践できる．  

２）生理学：下記の臓器の生理・病態生理，機能，評価・検査，麻酔の影響な 

どについて理解している．  

a） 自律神経系  

b） 中枢神経系  

c） 神経筋接合部  

d） 呼吸  

e） 循環  

f） 肝臓  

g） 腎臓  

h） 酸塩基平衡，電解質  

i） 栄養  第
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３）薬理学：薬力学，薬物動態を理解している．特に下記の麻酔関連薬物につ 

いて作用機序，代謝，臨床上の効用と影響について理解している．  

a） 吸入麻酔薬  

b） 静脈麻酔薬  

c） オピオイド  

d） 筋弛緩薬  

e） 局所麻酔薬  

４）麻酔管理総論：麻酔に必要な知識を持ち，実践できる  

a） 術前評価：麻酔のリスクを増す患者因子の評価，術前に必要な検査， 

術前に行うべき合併症対策について理解している．  

b） 麻酔器，モニター：麻酔器・麻酔回路の構造，点検方法，トラブルシ 

ューティング，モニター機器の原理，適応，モニターによる生体機能の評 

価，について理解し，実践ができる．  

c） 気道管理：気道の解剖，評価，様々な気道管理の方法，困難症例への 

対応などを理解し，実践できる．  

d） 輸液・輸血療法：種類，適応，保存，合併症，緊急時対応などについ 

て理解し，実践ができる．  

e） 硬膜外麻酔：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機序，合 

併症について理解し，実践ができる  

f） 神経ブロック：適応，禁忌，関連する部所の解剖，手順，作用機序，合 

併症について理解し，実践ができる．  

５）麻酔管理各論：下記の様々な科の手術に対する麻酔方法について，それぞ 

れの特性と留意すべきことを理解し，実践ができる．  

a） 腹部外科  

b） 腹腔鏡下手術  

c） 胸部外科  

d） 小児外科  

e） 小児心臓手術  

f） 脳神経外科  

g） 整形外科  

h） 外傷患者  

i） 泌尿器科 

j） 眼科 

k） 耳鼻咽喉科 第
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l） レーザー手術  

m） 口腔外科  

n） 手術室以外での麻酔  

６）術後管理：術後回復とその評価，術後の合併症とその対応に関して理解し， 

実践できる．  

７）集中治療：小児の集中治療を要する疾患の診断と集中治療について理解し， 

実践できる．  

 目標２ 診療技術 

麻酔科診療に必要な下記基本手技に習熟し，臨床応用できる．具体的には日本麻酔科

学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」 

の中の基本手技ガイドラインに準拠する．  

１）基本手技ガイドラインにある下記のそれぞれの基本手技について，定めら 

れたコース目標に到達している．  

血管確保・血液採取  

a） 気道管理  

b） モニタリング  

c） 治療手技  

d） 心肺蘇生法  

e） 麻酔器点検および使用  

f） 脊髄くも膜下麻酔  

g） 鎮痛法および鎮静薬  

h） 感染予防  

目標３ マネジメント 

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで，患者の命を助けるこ

とができる．  

１）周術期などの予期せぬ緊急事象に対して，適切に対処できる技術，判断能 

力を持っている．  

２）医療チームのリーダーとして，他科の医師，他職種と協力し，統率力を 

もって，周術期の刻々と変化する事象に対応をすることができる．  

 目標４ 医療倫理，医療安全 

医師として診療を行う上で，医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける．医

療安全についての理解を深める．  

１）指導担当する医師とともに臨床研修環境の中で，協調して麻酔科診療を行 

うことができる．  第
七
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２）他科の医師，コメディカルなどと協力・協働して，チーム医療を実践する 

ことができる．  

３）麻酔科診療において，適切な態度で患者に接し，麻酔方法や周術期合併症 

をわかりやすく説明し，インフォームドコンセントを得ることができる．  

４）初期研修医や他の医師，コメディカル，実習中の学生などに対し，適切な 

態度で接しながら，麻酔科診療の教育をすることができる．  

 目標５ 生涯教育 

医療・医学の進歩に則して，生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する．  

１）学習ガイドラインの中の麻酔における研究計画と統計学の項目に準拠して， 

EBM，統計，研究計画などについて理解している．  

２）院内のカンファレンスや抄読会，外部のセミナーやカンファレンスなどに 

出席し，積極的に討論に参加できる．  

３）学術集会や学術出版物に，症例報告や研究成果の発表をすることができる．  

４）臨床上の疑問に関して，指導医に尋ねることはもとより，自ら文献・資料 

などを用いて問題解決を行うことができる．  

③ 経験目標  

研修期間中に手術麻酔，集中治療の充分な臨床経験を積む．通常の全身麻酔・ 

硬膜外麻酔・脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例経験に加え，下記の特殊 

麻酔を担当医として経験する．  

・小児（6 歳未満）の麻酔  

・心臓血管外科の麻酔 

・胸部外科手術の麻酔  

・脳神経外科手術の麻酔  

 

 

 

 

埼玉県立小児医療センター 

〒339-8551 埼玉県さいたま市岩槻区馬込 2100 

TEL:048－758－1811（総務職員担当） 

FAX:048－758－1818 
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奈良県立五條病院（関連研修施設） 

 

① 一般目標 

安全で質の高い手術麻酔を適切に実践できる専門医を育成する。具体的には下記の４

つの資質を修得する． 

１）十分な麻酔科領域の専門知識と技量 

２）刻々と変わる臨床現場における，適切な臨床的判断能力，問題解決能力 

３）医の倫理に配慮し，診療を行う上での適切な態度，習慣 

４）常に進歩する医療・医学を則して，生涯を通じて研鑽を継続する向上心 

② 個別目標 

目標１ 基本知識 

麻酔科診療に必要な知識を習得し，臨床応用できる．具体的には公益法人日本麻酔科

学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに準拠

する． 

麻酔科診療に必要な総論、生理学、薬理学を理解し実践するとともに、整形外科、消

化器外科、脳神経外科、泌尿器科、産婦人科、緊急疾患などの一般麻酔に必要な知識

を身につけ実践する。 

目標２ 診療技術 

麻酔科診療に必要な基本手技に習熟し，臨床応用できる．具体的には日本麻酔科学会

の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに準拠

する．気道管理、脊髄くも膜下麻酔、硬膜外麻酔、モニター、麻酔科術前術後外来に

おける術前術後評価などの技術を身につける。 

目標３ マネジメント 

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで，患者の命を助けるこ

とができる．予期せぬ緊急事象に対して，適切に対処できる技術，判断能力を持つと

ともに、医療チームのリーダーとして，他科の医師，他職種と協力し，変化する事象

に対応をすることができる． 

目標４ 医療倫理，医療安全 

医師として診療を行う上で，医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける．医

療安全についての理解を深める．指導担当する医師とともに協調して麻酔科診療を行

うことができ、他科の医師，コメディカルなどと良好なチーム医療を実践することが

できる． 
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目標５ 生涯教育 

医療・医学の進歩に則して，生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する． 

院内のカンファレンス，外部のセミナーやカンファレンスなどに出席し，積極的に討

論に参加できる．臨床上の疑問に関して，指導医に尋ねることはもとより，自ら文

献・資料などを用いて問題解決を行うことができる． 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔の充分な臨床経験を積む。 

主に、整形外科、腹部外科、脳外科、泌尿器科、産婦人科の全身麻酔・硬膜外麻酔・

脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例を経験する。特に高齢者、緊急症例などの症

例を経験することで、経験と技術の向上をはかる。 

 

 

 

  

奈良県立五條病院 

〒637-8511 奈良県五條市野原西 

5 丁目 2 番 59 号 

TEL:0747-22-1112 

FAX:0747-25-2860 

第
七
章 

第
七
章 



   

- 93 - 
 

 

社会福祉法人恩賜財団済生会中和病院（関連研修施設）  

 

① 一般目標 

安全で質の高い手術麻酔を適切に実践できる専門医を育成する。具体的には下記の４

つの資質を修得する． 

１）十分な麻酔科領域の専門知識と技量 

２）刻々と変わる臨床現場における，適切な臨床的判断能力，問題解決能力 

３）医の倫理に配慮し，診療を行う上での適切な態度，習慣 

４）常に進歩する医療・医学を則して，生涯を通じて研鑽を継続する向上心 

② 個別目標 

目標１ 基本知識 

麻酔科診療に必要な知識を習得し，臨床応用できる．具体的には公益法人日本麻酔科

学会の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の学習ガイドラインに準拠

する． 

麻酔科診療に必要な総論、生理学、薬理学を理解し実践するとともに、整形外科、消

化器外科、脳神経外科、泌尿器科、産婦人科、緊急疾患などの一般麻酔に必要な知識

を身につけ実践する。 

目標２ 診療技術 

麻酔科診療に必要な基本手技に習熟し，臨床応用できる．具体的には日本麻酔科学会

の定める「麻酔科医のための教育ガイドライン」の中の基本手技ガイドラインに準拠

する．気道管理、脊髄くも膜下麻酔、硬膜外麻酔、モニター、麻酔科術前術後外来に

おける術前術後評価などの技術を身につける。 

目標３ マネジメント 

麻酔科専門医として必要な臨床現場での役割を実践することで，患者の命を助けるこ

とができる．予期せぬ緊急事象に対して，適切に対処できる技術，判断能力を持つと

ともに、医療チームのリーダーとして，他科の医師，他職種と協力し，変化する事象

に対応をすることができる． 

目標４ 医療倫理，医療安全 

医師として診療を行う上で，医の倫理に基づいた適切な態度と習慣を身につける．医

療安全についての理解を深める．指導担当する医師とともに協調して麻酔科診療を行

うことができ、他科の医師，コメディカルなどと良好なチーム医療を実践することが

できる． 

目標５ 生涯教育 
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医療・医学の進歩に則して，生涯を通じて自己の能力を研鑽する向上心を醸成する． 

院内のカンファレンス，外部のセミナーやカンファレンスなどに出席し，積極的に討

論に参加できる．臨床上の疑問に関して，指導医に尋ねることはもとより，自ら文

献・資料などを用いて問題解決を行うことができる． 

③ 経験目標 

研修期間中に手術麻酔の充分な臨床経験を積む。 

主に、整形外科、腹部外科、脳外科、泌尿器科、産婦人科の全身麻酔・硬膜外麻酔・

脊髄くも膜下麻酔・神経ブロックの症例を経験する。特に高齢者、緊急症例などの症

例を経験することで、経験と技術の向上をはかる。また、麻酔科術前術後外来におけ

る術前術後評価を経験し、実践する。 

・小児（6 歳未満）の麻酔  

・脳神経外科手術の麻酔  

 

 

 

 

 

社会福祉法人 恩賜財団 済生会中和病院 

〒633-0054 奈良県桜井市大字阿部 323 番地 

TEL:0744-43-5001  

FAX:0744-42-4430 
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